
(57)【要約】

【課題】均一な輝度の映像を表示するようにしたデータ

駆動回路を提供する。

【解決手段】複数の階調電圧を生成するためのガンマ電

圧部３００と、外部から供給されるｋ（ｋは自然数）ビ

ットの第１データＤａｔａ１を利用して前記階調電圧中

いずれか一つの階調電圧をデータ信号で選択するための

少なくとも一つのデジタルアナログ変換器と、前記ｋビ

ットの第１データを利用してｐ（ｐは自然数）ビットの

第２データを生成する少なくとも一つのデコーダと、水

平期間の第１期間の間に画素から所定の電流の供給を受

ける少なくとも一つの電流シンク部と、前記所定の電流

に対応して生成される補償電圧及び前記第２データを利

用して前記データ信号の電圧値を制御するための少なく

とも一つの電圧制御器と、前記水平期間中前記第１期間

を除いた第２期間の間に前記電圧値が制御された前記デ

ータ信号を前記画素に供給するための少なくとも一つの

スイッチング部を備える。

【選択図】図８
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 複 数 の 階 調 電 圧 を 生 成 す る た め の ガ ン マ 電 圧 部 と 、
　 外 部 か ら 供 給 さ れ る ｋ ビ ッ ト の 第 １ デ ー タ を 利 用 し て 前 記 複 数 の 階 調 電 圧 の 中 で い ず れ
か 一 つ の 階 調 電 圧 を デ ー タ 信 号 で 選 択 す る た め の 少 な く と も 一 つ の デ ジ タ ル ア ナ ロ グ 変 換
器 と 、
　 前 記 ｋ ビ ッ ト の 第 １ デ ー タ を 利 用 し て ｐ ビ ッ ト の 第 ２ デ ー タ を 生 成 す る 少 な く と も 一 つ
の デ コ ー ダ と 、
　 水 平 期 間 の 第 １ 期 間 の 間 に 画 素 か ら 所 定 の 電 流 の 供 給 を 受 け る 少 な く と も 一 つ の 電 流 シ
ン ク 部 と 、
　 前 記 所 定 の 電 流 に 対 応 し て 生 成 さ れ る 補 償 電 圧 及 び 前 記 第 ２ デ ー タ を 利 用 し て 前 記 デ ー
タ 信 号 の 電 圧 値 を 制 御 す る た め の 少 な く と も 一 つ の 電 圧 制 御 器 と 、
　 前 記 水 平 期 間 中 の 前 記 第 １ 期 間 を 除 い た 第 ２ 期 間 の 間 に 前 記 電 圧 値 が 制 御 さ れ た 前 記 デ
ー タ 信 号 を 前 記 画 素 に 供 給 す る た め の 少 な く と も 一 つ の ス イ ッ チ ン グ 部 と 、 を 備 え る こ と
を 特 徴 と す る デ ー タ 駆 動 回 路 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 デ ジ タ ル ア ナ ロ グ 変 換 器 と 前 記 ス イ ッ チ ン グ 部 と の 間 に 設 置 さ れ て 前 記 第 １ 期 間 中
の 一 部 の 期 間 の 間 に タ ー ン オ ン さ れ 、 前 記 デ ー タ 信 号 を 前 記 ス イ ッ チ ン グ 部 に 伝 達 す る た
め の Ｘ ト ラ ン ジ ス タ ー と 、
　 前 記 Ｘ ト ラ ン ジ ス タ ー と 前 記 ス イ ッ チ ン グ 部 と の 間 に 接 続 さ れ る 第 １ バ ッ フ ァ ー と 、 を
さ ら に 備 え る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の デ ー タ 駆 動 回 路 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 デ コ ー ダ は 、
　 前 記 第 １ デ ー タ を 二 進 数 の 加 重 値 を 持 つ よ う に 変 換 し て 前 記 第 ２ デ ー タ を 生 成 す る こ と
を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ に 記 載 の デ ー タ 駆 動 回 路 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 ガ ン マ 電 圧 部 は 、
　 基 準 電 源 と 電 源 の 電 圧 と を 分 圧 し て 前 記 階 調 電 圧 を 生 成 す る た め の 複 数 の 分 圧 抵 抗 と 、
　 前 記 電 源 を 前 記 電 圧 制 御 器 に 供 給 す る た め の バ ッ フ ァ ー と 、 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る
請 求 項 ３ に 記 載 の デ ー タ 駆 動 回 路 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 電 圧 制 御 器 は 、
　 前 記 Ｘ ト ラ ン ジ ス タ ー と 前 記 第 １ バ ッ フ ァ ー と の 間 の ラ イ ン に 一 側 端 子 が 接 続 さ れ る ｐ
個 の キ ャ パ シ タ と 、
　 前 記 キ ャ パ シ タ そ れ ぞ れ の 他 側 端 子 と 前 記 電 源 を 前 記 電 圧 制 御 器 に 供 給 す る た め の バ ッ
フ ァ ー と の 間 に 接 続 さ れ る Ｙ ト ラ ン ジ ス タ ー と 、
　 前 記 キ ャ パ シ タ そ れ ぞ れ の 他 側 端 子 と 前 記 電 流 シ ン ク 部 と の 間 に 接 続 さ れ 、
　 前 記 Ｙ ト ラ ン ジ ス タ ー と 違 う 導 電 型 に 設 定 さ れ る Ｚ ト ラ ン ジ ス タ ー と 、 を 備 え る こ と を
特 徴 と す る 請 求 項 ４ に 記 載 の デ ー タ 駆 動 回 路 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 デ コ ー ダ は 、
　 前 記 第 １ 期 間 の 間 に 前 記 Ｙ ト ラ ン ジ ス タ ー を タ ー ン オ ン さ せ て 前 記 キ ャ パ シ タ の 他 側 端
子 に 前 記 電 源 の 電 圧 を 供 給 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ５ に 記 載 の デ ー タ 駆 動 回 路 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 キ ャ パ シ タ の 容 量 は 、
　 二 進 数 の 加 重 値 の 形 態 に 設 定 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ５ に 記 載 の デ ー タ 駆 動 回 路
。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 デ コ ー ダ は 、
　 前 記 第 ２ 期 間 の 間 に 前 記 第 ２ デ ー タ の ビ ッ ト 値 に 対 応 し て 前 記 Ｚ ト ラ ン ジ ス タ ー を タ ー
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ン オ ン 及 び タ ー ン オ フ さ せ な が ら 前 記 キ ャ パ シ タ の 他 側 端 子 に 前 記 補 償 電 圧 の 供 給 の 可 否
を 制 御 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ７ に 記 載 の デ ー タ 駆 動 回 路 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 電 流 シ ン ク 部 は 、
　 前 記 所 定 の 電 流 の 供 給 を 受 け る た め の 電 流 源 と 、
　 前 記 画 素 と 接 続 さ れ た デ ー タ 線 と 前 記 電 圧 制 御 器 と の 間 に 設 置 さ れ て 前 記 第 １ 期 間 の 間
に タ ー ン オ ン さ れ る 第 １ の 電 流 シ ン ク 部 ト ラ ン ジ ス タ ー と 、
　 前 記 デ ー タ 線 と 前 記 電 流 源 と の 間 に 設 置 さ れ て 前 記 第 １ 期 間 の 間 に タ ー ン オ ン さ れ る 第
２ の 電 流 シ ン ク 部 ト ラ ン ジ ス タ ー と 、
　 前 記 補 償 電 圧 を 充 電 す る た め の キ ャ パ シ タ と 、
　 前 記 第 １ の 電 流 シ ン ク 部 ト ラ ン ジ ス タ ー と 前 記 電 圧 制 御 器 と の 間 に 設 置 さ れ て 前 記 補 償
電 圧 を 前 記 電 圧 制 御 器 に 伝 達 す る た め の バ ッ フ ァ ー と 、 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項
１ に 記 載 の デ ー タ 駆 動 回 路 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 所 定 の 電 流 の 電 流 値 は 、
　 前 記 画 素 が 最 大 輝 度 に 発 光 す る と き に 流 れ る 電 流 と 同 じ に 設 定 さ れ る こ と を 特 徴 と す る
請 求 項 ９ に 記 載 の デ ー タ 駆 動 回 路 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 前 記 ス イ ッ チ ン グ 部 は 、
　 前 記 第 ２ 期 間 の 間 に タ ー ン オ ン さ れ る 少 な く と も 一 つ の ト ラ ン ジ ス タ ー を 備 え る こ と を
特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の デ ー タ 駆 動 回 路 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 前 記 ス イ ッ チ ン グ 部 は 、
　 ２ 個 の ト ラ ン ジ ス タ ー を 具 備 し て 、 前 記 ２ 個 の ト ラ ン ジ ス タ ー は ト ラ ン ス ミ ッ シ ョ ン ゲ
ー ト 形 態 に 接 続 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ １ に 記 載 の デ ー タ 駆 動 回 路 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 サ ン プ リ ン グ パ ル ス を 生 成 す る た め の 少 な く と も 一 つ の シ フ ト レ ジ ス タ ー を 含 む シ フ ト
レ ジ ス タ ー 部 と 、
　 前 記 サ ン プ リ ン グ パ ル ス に 応 答 し て 前 記 第 １ デ ー タ の 供 給 を 受 け る た め の 少 な く と も 一
つ の サ ン プ リ ン グ ラ ッ チ を 含 む サ ン プ リ ン グ ラ ッ チ 部 と 、
　 前 記 サ ン プ リ ン グ ラ ッ チ に 格 納 さ れ た 第 １ デ ー タ の 供 給 を 受 け 、 そ の 第 １ デ ー タ を 保 存
し 、 前 記 保 存 さ れ た 第 １ デ ー タ を 前 記 デ ジ タ ル ア ナ ロ グ 変 換 器 及 び デ コ ー ダ に 供 給 す る た
め の 少 な く と も 一 つ の ホ ル デ ィ ン グ ラ ッ チ を 含 む ホ ル デ ィ ン グ ラ ッ チ 部 と 、 を 備 え る こ と
を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の デ ー タ 駆 動 回 路 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 前 記 ホ ル デ ィ ン グ ラ ッ チ に 保 存 さ れ た 前 記 第 １ デ ー タ の 電 圧 レ ベ ル を 上 昇 さ せ て 前 記 デ
ジ タ ル ア ナ ロ グ 変 換 器 及 び デ コ ー ダ に 供 給 す る た め の レ ベ ル シ フ タ ー 部 を さ ら に 備 え る こ
と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ３ に 記 載 の デ ー タ 駆 動 回 路 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 走 査 線 、 デ ー タ 線 、 及 び 発 光 制 御 線 に 接 続 さ れ る よ う に 位 置 さ れ る 複 数 の 画 素 を 含 む 画
素 部 と 、
　 前 記 走 査 線 に 走 査 信 号 を 順 次 供 給 し 、 前 記 発 光 制 御 線 に 発 光 制 御 信 号 を 順 次 供 給 す る た
め の 走 査 駆 動 部 と 、
　 各 水 平 期 間 の 第 １ 期 間 の 間 に 前 記 走 査 信 号 に よ っ て 選 択 さ れ た 画 素 か ら 所 定 の 電 流 の 供
給 を 受 け 、 前 記 所 定 の 電 流 に 対 応 し て 生 成 さ れ る 補 償 電 圧 と 外 部 か ら 供 給 さ れ る 第 １ デ ー
タ の 加 重 値 を 変 更 し て 生 成 さ れ る 第 ２ デ ー タ を 利 用 し て デ ー タ 信 号 の 電 圧 値 を 制 御 し 、 前
記 電 圧 値 が 制 御 さ れ た デ ー タ 信 号 を 前 記 水 平 期 間 中 の 第 １ 期 間 を 除 い た 第 ２ 期 間 の 間 に 前
記 デ ー タ 線 に 供 給 す る た め の デ ー タ 駆 動 部 と 、 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 有 機 発 光 表 示 装
置 。
【 請 求 項 １ ６ 】
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　 前 記 デ ー タ 駆 動 部 は 、 少 な く と も 一 つ の デ ー タ 駆 動 回 路 を 具 備 し て 、
　 前 記 デ ー タ 駆 動 回 路 そ れ ぞ れ は 、
　 複 数 の 階 調 電 圧 を 生 成 す る た め の ガ ン マ 電 圧 部 と 、
　 ｋ ビ ッ ト の 前 記 第 １ デ ー タ を 利 用 し て 前 記 階 調 電 圧 の 中 で い ず れ か 一 つ の 階 調 電 圧 を 前
記 デ ー タ 信 号 で 選 択 す る た め の 少 な く と も 一 つ の デ ジ タ ル ア ナ ロ グ 変 換 器 と 、
　 前 記 第 １ デ ー タ を 利 用 し て ｐ ビ ッ ト の 前 記 第 ２ デ ー タ を 生 成 す る 少 な く と も 一 つ の デ コ
ー ダ と 、
　 前 記 第 １ 期 間 の 間 に 画 素 か ら 前 記 所 定 の 電 流 の 供 給 を 受 け る 少 な く と も 一 つ の 電 流 シ ン
ク 部 と 、
　 前 記 補 償 電 圧 及 び 前 記 第 ２ デ ー タ を 利 用 し て 前 記 デ ー タ 信 号 の 電 圧 値 を 制 御 す る た め の
少 な く と も 一 つ の 電 圧 制 御 器 と 、
　 前 記 第 ２ 期 間 の 間 に 前 記 電 圧 値 が 制 御 さ れ た 前 記 デ ー タ 信 号 を 前 記 画 素 に 供 給 す る た め
の 少 な く と も 一 つ の ス イ ッ チ ン グ 部 と 、 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ５ に 記 載 の 有
機 発 光 表 示 装 置 。
【 請 求 項 １ ７ 】
　 前 記 デ ジ タ ル ア ナ ロ グ 変 換 器 と 前 記 ス イ ッ チ ン グ 部 と の 間 に 設 置 さ れ て 前 記 第 １ 期 間 中
の 一 部 期 間 の 間 に タ ー ン オ ン さ れ て 前 記 デ ー タ 信 号 を 前 記 ス イ ッ チ ン グ 部 に 伝 達 す る た め
の Ｘ ト ラ ン ジ ス タ ー と 、
　 前 記 Ｘ ト ラ ン ジ ス タ ー と 前 記 ス イ ッ チ ン グ 部 と の 間 に 接 続 さ れ る 第 １ バ ッ フ ァ ー と 、 を
さ ら に 備 え る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ６ に 記 載 の 有 機 発 光 表 示 装 置 。
【 請 求 項 １ ８ 】
　 前 記 デ コ ー ダ は 、
　 前 記 第 １ デ ー タ を 二 進 数 の 加 重 値 を 持 つ よ う に 変 更 し て 前 記 第 ２ デ ー タ を 生 成 す る こ と
を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ７ に 記 載 の 有 機 発 光 表 示 装 置 。
【 請 求 項 １ ９ 】
　 前 記 ガ ン マ 電 圧 部 は 、
　 基 準 電 源 と 電 源 の 電 圧 と を 分 圧 し て 前 記 階 調 電 圧 を 生 成 す る た め の 複 数 の 分 圧 抵 抗 と 、
　 前 記 電 源 を 前 記 電 圧 制 御 器 に 供 給 す る た め の バ ッ フ ァ ー と 、 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る
請 求 項 １ ８ に 記 載 の 有 機 発 光 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ２ ０ 】
　 前 記 電 圧 制 御 器 は 、
　 前 記 Ｘ ト ラ ン ジ ス タ ー と 前 記 第 １ バ ッ フ ァ ー と の 間 の ラ イ ン に 一 側 端 子 が 接 続 さ れ る ｐ
個 の キ ャ パ シ タ と 、
　 前 記 キ ャ パ シ タ そ れ ぞ れ の 他 側 端 子 と 前 記 電 源 を 前 記 電 圧 制 御 器 に 供 給 す る た め の バ ッ
フ ァ ー と の 間 に 接 続 さ れ る Ｙ ト ラ ン ジ ス タ ー と 、
　 前 記 キ ャ パ シ タ そ れ ぞ れ の 他 側 端 子 と 前 記 電 流 シ ン ク 部 と の 間 に 接 続 さ れ て 前 記 Ｙ ト ラ
ン ジ ス タ ー と 違 う 導 電 型 に 設 定 さ れ る Ｚ ト ラ ン ジ ス タ ー と 、 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 請
求 項 １ ９ に 記 載 の 有 機 発 光 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ２ １ 】
　 前 記 デ コ ー ダ は 、
　 前 記 第 １ 期 間 の 間 に 前 記 Ｙ ト ラ ン ジ ス タ ー を タ ー ン オ ン さ せ て 前 記 キ ャ パ シ タ の 他 側 端
子 に 前 記 電 源 の 電 圧 を 供 給 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ ０ に 記 載 の 有 機 発 光 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ２ ２ 】
　 前 記 キ ャ パ シ タ の 容 量 は 、
　 二 進 数 加 重 値 形 態 に 設 定 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ ０ に 記 載 の 有 機 発 光 表 示 装 置
。
【 請 求 項 ２ ３ 】
　 前 記 デ コ ー ダ は 、
　 前 記 第 ２ 期 間 の 間 に 前 記 第 ２ デ ー タ の ビ ッ ト 値 に 対 応 し て 前 記 Ｚ ト ラ ン ジ ス タ ー を タ ー
ン オ ン 及 び タ ー ン オ フ さ せ な が ら 前 記 キ ャ パ シ タ の 他 側 端 子 に 前 記 補 償 電 圧 の 供 給 の 可 否
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を 制 御 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ ２ に 記 載 の 有 機 発 光 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ２ ４ 】
　 前 記 電 流 シ ン ク 部 は 、
　 前 記 所 定 の 電 流 の 供 給 を 受 け る た め の 電 流 源 と 、
　 前 記 画 素 と 接 続 さ れ た デ ー タ 線 と 前 記 電 圧 制 御 器 と の 間 に 設 置 さ れ て 前 記 第 １ 期 間 の 間
に タ ー ン オ ン さ れ る 第 １ の 電 流 シ ン ク 部 ト ラ ン ジ ス タ ー と 、
　 前 記 デ ー タ 線 と 前 記 電 流 源 と の 間 に 設 置 さ れ て 前 記 第 １ 期 間 の 間 に タ ー ン オ ン さ れ る 第
２ の 電 流 シ ン ク 部 ト ラ ン ジ ス タ ー と 、
　 前 記 補 償 電 圧 を 充 電 す る た め の キ ャ パ シ タ と 、
　 前 記 第 １ の 電 流 シ ン ク 部 ト ラ ン ジ ス タ ー と 前 記 電 圧 制 御 器 と の 間 に 設 置 さ れ て 前 記 補 償
電 圧 を 前 記 電 圧 制 御 器 に 伝 達 す る た め の バ ッ フ ァ ー と 、 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項
１ ６ に 記 載 の 有 機 発 光 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ２ ５ 】
　 前 記 所 定 の 電 流 の 電 流 値 は 、
　 前 記 画 素 が 最 大 輝 度 に 発 光 さ れ る と き に 流 れ る 電 流 と 同 じ に 設 定 さ れ る こ と を 特 徴 と す
る 請 求 項 ２ ４ に 記 載 の 有 機 発 光 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ２ ６ 】
　 前 記 ス イ ッ チ ン グ 部 は 、
　 前 記 第 ２ 期 間 の 間 に タ ー ン オ ン さ れ る 少 な く と も 一 つ の ト ラ ン ジ ス タ ー を 備 え る こ と を
特 徴 と す る 請 求 項 １ ６ に 記 載 の 有 機 発 光 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ２ ７ 】
　 サ ン プ リ ン グ パ ル ス を 生 成 す る た め の 少 な く と も 一 つ の シ フ ト レ ジ ス タ ー を 含 む シ フ ト
レ ジ ス タ ー 部 と 、
　 前 記 サ ン プ リ ン グ パ ル ス に 応 答 し て 前 記 第 １ デ ー タ の 供 給 を 受 け る た め の 少 な く と も 一
つ の サ ン プ リ ン グ ラ ッ チ を 含 む サ ン プ リ ン グ ラ ッ チ 部 と 、
　 前 記 サ ン プ リ ン グ ラ ッ チ に 保 存 さ れ た 第 １ デ ー タ の 供 給 を 受 け 、 前 記 第 １ デ ー タ を 保 存
し 、 前 記 保 存 さ れ た 第 １ デ ー タ を 前 記 デ ジ タ ル ア ナ ロ グ 変 換 器 及 び デ コ ー ダ に 供 給 す る た
め の 少 な く と も 一 つ の ホ ル デ ィ ン グ ラ ッ チ を 含 む ホ ル デ ィ ン グ ラ ッ チ 部 と 、 を 備 え る こ と
を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ６ に 記 載 の 有 機 発 光 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ２ ８ 】
　 前 記 ホ ル デ ィ ン グ ラ ッ チ に 格 納 さ れ た 前 記 第 １ デ ー タ の 電 圧 レ ベ ル を 上 昇 さ せ て 前 記 デ
ジ タ ル ア ナ ロ グ 変 換 器 及 び デ コ ー ダ に 供 給 す る た め の レ ベ ル シ フ タ ー 部 を さ ら に 備 え る こ
と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ ７ に 記 載 の 有 機 発 光 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ２ ９ 】
　 前 記 画 素 そ れ ぞ れ は 、
　 第 １ 電 源 と 、
　 前 記 第 １ 電 源 か ら 電 流 の 供 給 を 受 け る 有 機 発 光 ダ イ オ ー ド と 、
　 前 記 デ ー タ 線 に 接 続 さ れ て 現 在 走 査 線 に 走 査 信 号 が 供 給 さ れ る と き に タ ー ン オ ン さ れ る
第 １ ト ラ ン ジ ス タ ー 及 び 第 ２ ト ラ ン ジ ス タ ー と 、
　 前 記 第 １ ト ラ ン ジ ス タ ー の 第 ２ 電 極 と 基 準 電 源 と の 間 に 接 続 さ れ て 以 前 走 査 線 に 走 査 信
号 が 供 給 さ れ る と き に タ ー ン オ ン さ れ る 第 ３ ト ラ ン ジ ス タ ー と 、
　 前 記 有 機 発 光 ダ イ オ ー ド に 供 給 さ れ る 電 流 量 を 制 御 す る た め の 第 ４ ト ラ ン ジ ス タ ー と 、
　 前 記 第 ４ ト ラ ン ジ ス タ ー の ゲ ー ト 電 極 と 第 ２ 電 極 と の 間 に 接 続 さ れ て 前 記 以 前 走 査 線 に
走 査 信 号 が 供 給 さ れ る と き に タ ー ン オ ン さ れ て 第 ４ ト ラ ン ジ ス タ ー を ダ イ オ ー ド 形 態 で 接
続 さ せ る た め の 第 ５ ト ラ ン ジ ス タ ー と 、 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ５ に 記 載 の 有
機 発 光 表 示 装 置 。
【 請 求 項 ３ ０ 】
　 前 記 画 素 そ れ ぞ れ は 、
　 前 記 第 １ ト ラ ン ジ ス タ ー の 第 ２ 電 極 と 前 記 第 １ 電 源 と の 間 に 接 続 さ れ る 第 １ キ ャ パ シ タ
と 、
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　 前 記 第 １ ト ラ ン ジ ス タ ー の 第 ２ 電 極 と 前 記 第 ４ ト ラ ン ジ ス タ ー の ゲ ー ト 電 極 と の 間 に 接
続 さ れ る 第 ２ キ ャ パ シ タ と 、 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ ９ に 記 載 の 有 機 発 光 表 示
装 置 。
【 請 求 項 ３ １ 】
　 前 記 画 素 そ れ ぞ れ は 、
　 前 記 第 ４ ト ラ ン ジ ス タ ー の ゲ ー ト 電 極 と 前 記 第 １ 電 源 と の 間 に 接 続 さ れ る 第 １ キ ャ パ シ
タ と 、
　 前 記 第 １ ト ラ ン ジ ス タ ー の 第 ２ 電 極 と 前 記 第 ４ ト ラ ン ジ ス タ ー の ゲ ー ト 電 極 と の 間 に 接
続 さ れ る 第 ２ キ ャ パ シ タ と 、 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ ９ に 記 載 の 有 機 発 光 表 示
装 置 。
【 請 求 項 ３ ２ 】
　 前 記 第 ４ ト ラ ン ジ ス タ ー の 第 ２ 電 極 と 前 記 有 機 発 光 ダ イ オ ー ド と の 間 に 接 続 さ れ て 前 記
発 光 制 御 信 号 が 供 給 さ れ る と き に タ ー ン オ フ さ れ 、 そ れ 以 外 の 期 間 の 間 に タ ー ン オ ン さ れ
る 第 ６ ト ラ ン ジ ス タ ー を さ ら に 備 え る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ ９ に 記 載 の 有 機 発 光 表 示
装 置 。
【 請 求 項 ３ ３ 】
　 外 部 か ら 供 給 さ れ る ｋ ビ ッ ト の 第 １ デ ー タ に 対 応 し て 複 数 の 階 調 電 圧 の 中 で い ず れ か 一
つ の 階 調 電 圧 を デ ー タ 信 号 で 選 択 す る 第 １ 段 階 と 、
　 前 記 第 １ デ ー タ が 二 進 数 の 加 重 値 を 持 つ よ う に 変 換 し て ｐ ビ ッ ト の 第 ２ デ ー タ を 生 成 す
る 第 ２ 段 階 と 、
　 水 平 期 間 の 第 １ 期 間 の 間 に 走 査 信 号 に よ っ て 選 択 さ れ た 画 素 か ら 所 定 の 電 流 の 供 給 を 受
け る 第 ３ 段 階 と 、
　 前 記 電 流 が 供 給 さ れ る と き に 生 成 さ れ る 補 償 電 圧 と 前 記 第 ２ デ ー タ を 利 用 し て 前 記 デ ー
タ 信 号 の 電 圧 値 を 制 御 す る 第 ４ 段 階 と 、
　 前 記 第 ４ 段 階 で 電 圧 値 が 制 御 さ れ た デ ー タ 信 号 を 前 記 水 平 期 間 中 の 第 １ 期 間 を 除 い た 第
２ 期 間 の 間 に 前 記 画 素 に 供 給 す る 第 ５ 段 階 と 、 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 有 機 発 光 表 示 装 置
の 駆 動 方 法 。
【 請 求 項 ３ ４ 】
　 前 記 所 定 の 電 流 の 電 流 値 は 、
　 前 記 画 素 が 最 大 輝 度 に 発 光 す る と き に 流 れ る 電 流 と 同 じ に 設 定 さ れ る こ と を 特 徴 と す る
請 求 項 ３ ３ に 記 載 の 有 機 発 光 表 示 装 置 の 駆 動 方 法 。
【 請 求 項 ３ ５ 】
　 前 記 第 １ 段 階 で 、
　 前 記 階 調 電 圧 は 基 準 電 源 と 第 １ 電 源 の 電 圧 と を 分 圧 し て 生 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請
求 項 ３ ３ に 記 載 の 有 機 発 光 表 示 装 置 の 駆 動 方 法 。
【 請 求 項 ３ ６ 】
　 前 記 第 ４ 段 階 は 、
　 前 記 第 １ 期 間 の 間 に 複 数 の キ ャ パ シ タ の 端 子 に 前 記 第 １ 電 源 の 電 圧 値 を 供 給 す る 段 階 と
、
　 前 記 第 ２ 期 間 の 間 に 前 記 第 ２ デ ー タ の ビ ッ ト 値 に 対 応 し て 前 記 複 数 の キ ャ パ シ タ の 端 子
に 前 記 補 償 電 圧 の 供 給 の 可 否 を 制 御 し て 前 記 デ ー タ 信 号 の 電 圧 値 を 制 御 す る 段 階 と 、 を 含
む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ ５ に 記 載 の 有 機 発 光 表 示 装 置 の 駆 動 方 法 。
【 請 求 項 ３ ７ 】
　 前 記 キ ャ パ シ タ の 容 量 は 、
　 二 進 数 の 加 重 値 の 形 態 に 設 定 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ ６ に 記 載 の 有 機 発 光 表 示
装 置 の 駆 動 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 デ ー タ 駆 動 回 路 、 こ れ を 利 用 し た 有 機 発 光 表 示 装 置 、 及 び そ の 駆 動 方 法 に 関
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し 、 よ り 詳 細 に は 、 均 一 な 輝 度 の 映 像 を 表 示 で き る よ う に し た デ ー タ 駆 動 回 路 、 こ れ を 利
用 し た 発 光 表 示 装 置 、 及 び そ の 駆 動 方 法 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 近 年 、 陰 極 線 管 （ Ｃ Ｒ Ｔ ： Ｃ ａ ｔ ｈ ｏ ｄ ｅ 　 Ｒ ａ ｙ 　 Ｔ ｕ ｂ ｅ ） の 短 所 で あ る 重 さ と 嵩
を 減 ら す こ と が で き る 各 種 平 板 表 示 装 置 が 開 発 さ れ て い る 。 平 板 表 示 装 置 と し て 、 液 晶 表
示 装 置 （ Ｌ Ｅ Ｄ ： Ｌ ｉ ｑ ｕ ｉ ｄ 　 Ｃ ｒ ｙ ｓ ｔ ａ ｌ 　 Ｄ ｉ ｓ ｐ ｌ ａ ｙ ） 、 電 界 放 出 表 示 装 置
（ Ｆ Ｅ Ｄ ： Ｆ ｉ ｅ ｌ ｄ 　 Ｅ ｍ ｉ ｓ ｓ ｉ ｏ ｎ 　 Ｄ ｉ ｓ ｐ ｌ ａ ｙ ） 、 プ ラ ズ マ 表 示 パ ネ ル （ Ｐ
Ｄ Ｐ ： Ｐ ｌ ａ ｓ ｍ ａ 　 Ｄ ｉ ｓ ｐ ｌ ａ ｙ 　 Ｐ ａ ｎ ｅ ｌ ） 及 び 発 光 表 示 装 置 （ Ｌ Ｅ Ｄ ： Ｌ ｉ ｇ
ｈ ｔ 　 Ｅ ｍ ｉ ｔ ｔ ｉ ｎ ｇ 　 Ｄ ｉ ｓ ｐ ｌ ａ ｙ ） な ど が あ る 。 平 板 表 示 装 置 の 中 で 発 光 表 示 装
置 は 、 電 子 と 正 孔 と の 再 結 合 に よ っ て 光 を 発 生 す る 発 光 素 子 を 利 用 し て 映 像 を 表 示 す る 。
こ の よ う な 発 光 表 示 装 置 は 、 応 答 速 度 が 速 く 、 低 い 消 費 電 力 で 駆 動 す る こ と が で き る と い
う 長 所 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 図 １ は 、 従 来 の 発 光 表 示 装 置 を あ ら わ す 図 面 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 図 １ を 参 照 す れ ば 、 従 来 の 発 光 表 示 装 置 は 、 走 査 線 Ｓ １ な い し Ｓ ｎ 及 び デ ー タ 線 Ｄ １ な
い し Ｄ ｍ に 接 続 さ れ た 複 数 の 画 素 ４ ０ を 含 む 画 素 部 ３ ０ と 、 走 査 線 Ｓ １ な い し Ｓ ｎ を 駆 動
す る た め の 走 査 駆 動 部 １ ０ と 、 デ ー タ 線 Ｄ １ な い し Ｄ ｍ を 駆 動 す る た め の デ ー タ 駆 動 部 ２
０ と 、 走 査 駆 動 部 １ ０ 及 び デ ー タ 駆 動 部 ２ ０ を 制 御 す る た め の タ イ ミ ン グ 制 御 部 ５ ０ と を
備 え る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 タ イ ミ ン グ 制 御 部 ５ ０ は 、 外 部 か ら 供 給 さ れ る 同 期 信 号 に 対 応 し て デ ー タ 駆 動 制 御 信 号
Ｄ Ｃ Ｓ 及 び 走 査 駆 動 制 御 信 号 Ｓ Ｃ Ｓ を 生 成 す る 。 タ イ ミ ン グ 制 御 部 ５ ０ か ら 生 成 さ れ た デ
ー タ 駆 動 制 御 信 号 Ｄ Ｃ Ｓ は デ ー タ 駆 動 部 ２ ０ に 供 給 さ れ 、 走 査 駆 動 制 御 信 号 Ｓ Ｃ Ｓ は 走 査
駆 動 部 １ ０ に 供 給 さ れ る 。 そ し て 、 タ イ ミ ン グ 制 御 部 ５ ０ は 、 外 部 か ら 供 給 さ れ る デ ー タ
Ｄ ａ ｔ ａ を デ ー タ 駆 動 部 ２ ０ に 供 給 す る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 走 査 駆 動 部 １ ０ は 、 タ イ ミ ン グ 制 御 部 ５ ０ か ら 走 査 駆 動 制 御 信 号 Ｓ Ｃ Ｓ の 供 給 を 受 け る
。 走 査 駆 動 制 御 信 号 Ｓ Ｃ Ｓ の 供 給 を 受 け た 走 査 駆 動 部 １ ０ は 走 査 信 号 を 生 成 し 、 生 成 し た
走 査 信 号 を 走 査 線 Ｓ １ な い し Ｓ ｎ に 順 次 供 給 す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 デ ー タ 駆 動 部 ２ ０ は 、 タ イ ミ ン グ 制 御 部 ５ ０ か ら デ ー タ 駆 動 制 御 信 号 Ｄ Ｃ Ｓ の 供 給 を 受
け る 。 デ ー タ 駆 動 制 御 信 号 Ｄ Ｃ Ｓ の 供 給 を 受 け た デ ー タ 駆 動 部 ２ ０ は 、 デ ー タ 信 号 を 生 成
し 、 生 成 し た デ ー タ 信 号 を 走 査 信 号 と 同 期 す る よ う に デ ー タ 線 Ｄ １ な い し Ｄ ｍ に 供 給 す る
。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 画 素 部 ３ ０ は 、 外 部 か ら 第 １ 電 源 Ｅ Ｌ Ｖ Ｄ Ｄ 及 び 第 ２ 電 源 Ｅ Ｌ Ｖ Ｓ Ｓ の 供 給 を 受 け て 、
そ れ ぞ れ の 画 素 ４ ０ に 供 給 す る 。 第 １ 電 源 Ｅ Ｌ Ｖ Ｄ Ｄ 及 び 第 ２ 電 源 Ｅ Ｌ Ｖ Ｓ Ｓ の 供 給 を 受
け た 画 素 ４ ０ そ れ ぞ れ は 、 デ ー タ 信 号 に 対 応 し て 第 １ 電 源 Ｅ Ｌ Ｖ Ｄ Ｄ か ら 発 光 素 子 を 経 由
し て 第 ２ 電 源 Ｅ Ｌ Ｖ Ｓ Ｓ に 流 れ る 電 流 を 制 御 す る こ と で デ ー タ 信 号 に 対 応 す る 光 を 生 成 す
る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 す な わ ち 、 従 来 の 発 光 表 示 装 置 で 画 素 ４ ０ そ れ ぞ れ は 、 デ ー タ 信 号 に 対 応 す る 所 定 の 輝
度 の 光 を 生 成 す る 。 し か し 、 従 来 の 発 光 表 示 装 置 に は 、 画 素 ４ ０ そ れ ぞ れ に 含 ま れ る ト ラ
ン ジ ス タ ー の 閾 値 電 圧 の バ ラ つ き 及 び 電 子 移 動 度 （ ｅ ｌ ｅ ｃ ｔ ｒ ｏ ｎ 　 ｍ ｏ ｂ ｉ ｌ ｉ ｔ ｙ
） の 偏 差 に よ っ て 所 望 の 輝 度 の 映 像 を 表 示 す る こ と が で き な い と い う 問 題 点 が あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 実 際 に 、 画 素 ４ ０ そ れ ぞ れ に 含 ま れ る ト ラ ン ジ ス タ ー の 閾 値 電 圧 は 、 画 素 ４ ０ に 含 ま れ
る 画 素 回 路 の 構 造 を 制 御 す る こ と で 、 あ る 程 度 補 償 す る こ と が で き る が 、 電 子 移 動 度 の 偏
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差 は 補 償 さ れ な い 。 し た が っ て 、 電 子 移 動 度 の 偏 差 と は 無 関 係 に 均 一 な 画 像 を 表 示 す る こ
と が で き る 発 光 表 示 装 置 が 要 求 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 な お 、 上 述 し た 従 来 の デ ー タ 駆 動 回 路 、 こ れ を 利 用 し た 発 光 表 示 装 置 、 及 び そ の 駆 動 方
法 に 関 す る 技 術 を 記 載 し た 文 献 と し て は 、 下 記 特 許 文 献 １ が あ る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ３ － １ ８ ６ ４ ５ ７ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 し た が っ て 、 本 発 明 の 目 的 は 、 均 一 な 輝 度 の 映 像 を 表 示 す る こ と が で き る デ ー タ 駆 動 回
路 、 こ れ を 利 用 し た 有 機 発 光 表 示 装 置 、 及 び そ の 駆 動 方 法 を 提 供 す る こ と で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 前 記 目 的 を 果 た す た め に 、 本 発 明 の 第 １ 側 面 は 、 複 数 の 階 調 電 圧 を 生 成 す る た め の ガ ン
マ 電 圧 部 と 、 外 部 か ら 供 給 さ れ る ｋ （ ｋ は 自 然 数 ） ビ ッ ト の 第 １ デ ー タ を 利 用 し て 前 記 階
調 電 圧 の 中 で い ず れ か 一 つ の 階 調 電 圧 を デ ー タ 信 号 で 選 択 す る た め の 少 な く と も 一 つ の デ
ジ タ ル ア ナ ロ グ 変 換 器 と 、 前 記 ｋ ビ ッ ト の 第 １ デ ー タ を 利 用 し て ｐ （ ｐ は 自 然 数 ） ビ ッ ト
の 第 ２ デ ー タ を 生 成 す る 少 な く と も 一 つ の デ コ ー ダ と 、 水 平 期 間 の 第 １ 期 間 の 間 に 画 素 か
ら 所 定 の 電 流 の 供 給 を 受 け る 少 な く と も 一 つ の 電 流 シ ン ク 部 と 、 前 記 所 定 の 電 流 に 対 応 し
て 生 成 さ れ る 補 償 電 圧 及 び 前 記 第 ２ デ ー タ を 利 用 し て 前 記 デ ー タ 信 号 の 電 圧 値 を 制 御 す る
た め の 少 な く と も 一 つ の 電 圧 制 御 器 と 、 前 記 水 平 期 間 中 の 前 記 第 １ 期 間 を 除 い た 第 ２ 期 間
の 間 に 前 記 電 圧 値 が 制 御 さ れ た 前 記 デ ー タ 信 号 を 前 記 画 素 に 供 給 す る た め の 少 な く と も 一
つ の ス イ ッ チ ン グ 部 と を 備 え る デ ー タ 駆 動 回 路 を 提 供 す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 望 ま し く は 、 前 記 デ ジ タ ル ア ナ ロ グ 変 換 器 と 前 記 ス イ ッ チ ン グ 部 の 間 に 設 置 さ れ て 前 記
第 １ 期 間 中 の 一 部 期 間 の 間 に タ ー ン オ ン さ れ て 前 記 デ ー タ 信 号 を 前 記 ス イ ッ チ ン グ 部 に 伝
達 す る た め の Ｘ ト ラ ン ジ ス タ ー と 、 前 記 Ｘ ト ラ ン ジ ス タ ー と 前 記 ス イ ッ チ ン グ 部 の 間 に 接
続 さ れ る 第 １ バ ッ フ ァ ー を さ ら に 備 え る 。 前 記 デ コ ー ダ は 前 記 第 １ デ ー タ を 二 進 数 の 加 重
値 （ Ｂ ｉ ｎ ａ ｒ ｙ 　 Ｗ ｅ ｉ ｇ ｈ ｔ ｅ ｄ ） を 持 つ よ う に 変 換 し て 前 記 第 ２ デ ー タ を 生 成 す る
。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 ま た 、 前 記 電 圧 制 御 器 は 、 前 記 Ｘ ト ラ ン ジ ス タ ー と 前 記 第 １ バ ッ フ ァ ー の 間 の ラ イ ン に
一 側 端 子 が 接 続 さ れ る ｐ 個 の キ ャ パ シ タ と 、 前 記 キ ャ パ シ タ そ れ ぞ れ の 他 側 端 子 と バ ッ フ
ァ ー と の 間 に 接 続 さ れ る Ｙ ト ラ ン ジ ス タ ー と 、 前 記 キ ャ パ シ タ そ れ ぞ れ の 他 側 端 子 と 前 記
電 流 シ ン ク 部 の 間 に 接 続 さ れ て 前 記 Ｙ ト ラ ン ジ ス タ ー と 違 う 導 電 型 に 設 定 さ れ る Ｚ ト ラ ン
ジ ス タ ー を 備 え る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 本 発 明 の 第 ２ 側 面 は 、 走 査 線 、 デ ー タ 線 、 及 び 発 光 制 御 線 に 接 続 さ れ る よ う に 位 置 さ れ
る 複 数 の 画 素 を 含 む 画 素 部 と 、 前 記 走 査 線 に 走 査 信 号 を 順 次 供 給 し 、 前 記 発 光 制 御 線 に 発
光 制 御 信 号 を 順 次 供 給 す る た め の 走 査 駆 動 部 と 、 各 水 平 期 間 の 第 １ 期 間 の 間 に 前 記 走 査 信
号 に よ っ て 選 択 さ れ た 画 素 か ら 所 定 の 電 流 の 供 給 を 受 け 、 前 記 所 定 の 電 流 に 対 応 し て 生 成
さ れ る 補 償 電 圧 と 外 部 か ら 供 給 さ れ る 第 １ デ ー タ の 加 重 値 を 変 更 し て 生 成 さ れ る 第 ２ デ ー
タ を 利 用 し て デ ー タ 信 号 の 電 圧 値 を 制 御 し 、 前 記 電 圧 値 が 制 御 さ れ た デ ー タ 信 号 を 前 記 水
平 期 間 中 の 第 １ 期 間 を 除 い た 第 ２ 期 間 の 間 に 前 記 デ ー タ 線 に 供 給 す る た め の デ ー タ 駆 動 部
を 備 え る 有 機 発 光 表 示 装 置 を 提 供 す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 望 ま し く は 、 前 記 デ ー タ 駆 動 部 は 、 少 な く と も 一 つ の デ ー タ 駆 動 回 路 を 具 備 し て 前 記 デ
ー タ 駆 動 回 路 そ れ ぞ れ は 複 数 の 階 調 電 圧 を 生 成 す る た め の ガ ン マ 電 圧 部 と 、 ｋ （ ｋ は 自 然
数 ） ビ ッ ト の 前 記 第 １ デ ー タ を 利 用 し て 前 記 階 調 電 圧 の 中 で い ず れ か 一 つ の 階 調 電 圧 を 前
記 デ ー タ 信 号 で 選 択 す る た め の 少 な く と も 一 つ の デ ジ タ ル ア ナ ロ グ 変 換 器 と 、 前 記 第 １ デ
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ー タ を 利 用 し て ｐ （ ｐ は 自 然 数 ） ビ ッ ト の 前 記 第 ２ デ ー タ を 生 成 す る 少 な く と も 一 つ の デ
コ ー ダ と 、 前 記 第 １ 期 間 の 間 画 素 か ら 前 記 所 定 の 電 流 の 供 給 を 受 け る 少 な く と も 一 つ の 電
流 シ ン ク 部 と 、 前 記 補 償 電 圧 及 び 前 記 第 ２ デ ー タ を 利 用 し て 前 記 デ ー タ 信 号 の 電 圧 値 を 制
御 す る た め の 少 な く と も 一 つ の 電 圧 制 御 器 と 、 前 記 第 ２ 期 間 の 間 に 前 記 電 圧 値 が 制 御 さ れ
た 前 記 デ ー タ 信 号 を 前 記 画 素 に 供 給 す る た め の 少 な く と も 一 つ の ス イ ッ チ ン グ 部 と を 備 え
る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 本 発 明 の 第 ３ 側 面 は 、 外 部 か ら 供 給 さ れ る ｋ ビ ッ ト の 第 １ デ ー タ に 対 応 し て 複 数 の 階 調
電 圧 の 中 で い ず れ か 一 つ の 階 調 電 圧 を デ ー タ 信 号 で 選 択 す る 第 １ 段 階 と 、 前 記 第 １ デ ー タ
が 二 進 数 の 加 重 値 を 持 つ よ う に 変 換 し て ｐ （ ｐ は 自 然 数 ） ビ ッ ト の 第 ２ デ ー タ を 生 成 す る
第 ２ 段 階 と 、 水 平 期 間 の 第 １ 期 間 の 間 に 走 査 信 号 に よ っ て 選 択 さ れ た 画 素 か ら 所 定 の 電 流
の 供 給 を 受 け る 第 ３ 段 階 と 、 前 記 電 流 が 供 給 さ れ る と き に 生 成 さ れ る 補 償 電 圧 と 前 記 第 ２
デ ー タ を 利 用 し て 前 記 デ ー タ 信 号 の 電 圧 値 を 制 御 す る 第 ４ 段 階 と 、 前 記 第 ４ 段 階 で 電 圧 値
が 制 御 さ れ た デ ー タ 信 号 を 前 記 水 平 期 間 中 の 第 １ 期 間 を 除 い た 第 ２ 期 間 の 間 に 前 記 画 素 に
供 給 す る 第 ５ 段 階 と を 含 む 有 機 発 光 表 示 装 置 の 駆 動 方 法 を 提 供 す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 望 ま し く は 、 前 記 所 定 の 電 流 の 電 流 値 は 前 記 画 素 が 最 大 輝 度 に 発 光 さ れ る と き に 流 れ る
電 流 と 同 じ に 設 定 さ れ る 。 前 記 第 １ 段 階 で 前 記 階 調 電 圧 は 基 準 電 源 と 第 １ 電 源 の 電 圧 と を
分 圧 し て 生 成 さ れ る 。 前 記 第 ４ 段 階 は 前 記 第 １ 期 間 の 間 に 複 数 の キ ャ パ シ タ の 一 側 端 子 に
前 記 第 １ 電 源 の 電 圧 値 を 供 給 す る 段 階 と 、 前 記 第 ２ 期 間 の 間 に 前 記 第 ２ デ ー タ の ビ ッ ト 値
に 対 応 し て 前 記 複 数 の キ ャ パ シ タ の 一 側 端 子 に 前 記 補 償 電 圧 の 供 給 可 否 を 制 御 し て 前 記 デ
ー タ 信 号 の 電 圧 値 を 制 御 す る 段 階 と を 含 む 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 上 述 し た よ う に 、 本 発 明 の デ ー タ 駆 動 回 路 、 こ れ を 利 用 し た 有 機 発 光 表 示 装 置 、 及 び そ
の 駆 動 方 法 に よ れ ば 、 画 素 か ら 電 流 を シ ン ク す る と き に 発 生 す る 補 償 電 圧 を 利 用 し て デ ー
タ 信 号 の 電 圧 値 を 再 設 定 す る の で 、 ト ラ ン ジ ス タ ー の 電 子 移 動 度 と は 無 関 係 に 均 一 な 画 像
を 表 示 す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ １ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 望 ま し い 実 施 形 態 を 、 図 ２ な い し 図 １ １ を 参 照 し て 、 詳 し く 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 図 ２ は 、 本 発 明 の 実 施 形 態 に よ る 有 機 発 光 表 示 装 置 を あ ら わ す 図 面 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 図 ２ を 参 照 す れ ば 、 本 発 明 の 実 施 形 態 に よ る 発 光 表 示 装 置 は 、 走 査 線 Ｓ １ な い し Ｓ ｎ 、
発 光 制 御 線 Ｅ １ な い し Ｅ ｎ 、 及 び デ ー タ 線 Ｄ １ な い し Ｄ ｍ に 接 続 さ れ る 複 数 の 画 素 １ ４ ０
を 含 む 画 素 部 １ ３ ０ と 、 走 査 線 Ｓ １ な い し Ｓ ｎ 及 び 発 光 制 御 線 Ｅ １ な い し Ｅ ｎ を 駆 動 す る
た め の 走 査 駆 動 部 １ １ ０ と 、 デ ー タ 線 Ｄ １ な い し Ｄ ｍ を 駆 動 す る た め の デ ー タ 駆 動 部 １ ２
０ と 、 走 査 駆 動 部 １ １ ０ 及 び デ ー タ 駆 動 部 １ ２ ０ を 制 御 す る た め の タ イ ミ ン グ 制 御 部 １ ５
０ と を 備 え る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 画 素 部 １ ３ ０ は 、 走 査 線 Ｓ １ な い し Ｓ ｎ 、 発 光 制 御 線 Ｅ １ な い し Ｅ ｎ 、 及 び デ ー タ 線 Ｄ
１ な い し Ｄ ｍ に よ っ て 区 画 さ れ た 領 域 に 形 成 さ れ る 複 数 の 画 素 １ ４ ０ を 備 え る 。 画 素 １ ４
０ は 外 部 か ら 第 １ 電 源 Ｅ Ｌ Ｖ Ｄ Ｄ 、 第 ２ 電 源 Ｅ Ｌ Ｖ Ｓ Ｓ 、 及 び 基 準 電 源 Ｖ ｒ ｅ ｆ の 供 給 を
受 け る 。 基 準 電 源 Ｖ ｒ ｅ ｆ の 供 給 を 受 け た 画 素 １ ４ ０ そ れ ぞ れ は 、 基 準 電 源 Ｖ ｒ ｅ ｆ と 第
１ 電 源 Ｅ Ｌ Ｖ Ｄ Ｄ の 電 圧 差 を 利 用 し て 第 １ 電 源 Ｅ Ｌ Ｖ Ｄ Ｄ の 電 圧 降 下 を 補 償 す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 そ し て 、 画 素 １ ４ ０ そ れ ぞ れ は 、 デ ー タ 信 号 に 対 応 し て 、 第 １ 電 源 Ｅ Ｌ Ｖ Ｄ Ｄ か ら 発 光
素 子 （ 図 示 せ ず ） を 経 由 し て 第 ２ 電 源 Ｅ Ｌ Ｖ Ｓ Ｓ に 所 定 の 電 流 を 供 給 す る 。 こ の た め に 、
画 素 １ ４ ０ そ れ ぞ れ は 、 図 ３ ま た は 図 ５ の よ う に 構 成 す る こ と が で き る 。 図 ３ ま た は 図 ５

10

20

30

40

50

(9) JP 2007-41532 A 2007.2.15



に 図 示 さ れ た 画 素 １ ４ ０ の 詳 細 な 構 造 は 後 述 す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 タ イ ミ ン グ 制 御 部 １ ５ ０ は 、 外 部 か ら 供 給 さ れ る 同 期 信 号 に 対 応 し て デ ー タ 駆 動 制 御 信
号 Ｄ Ｃ Ｓ 及 び 走 査 駆 動 制 御 信 号 Ｓ Ｃ Ｓ を 生 成 す る 。 タ イ ミ ン グ 制 御 部 １ ５ ０ か ら 生 成 さ れ
た デ ー タ 駆 動 制 御 信 号 Ｄ Ｃ Ｓ は デ ー タ 駆 動 部 １ ２ ０ に 供 給 さ れ 、 走 査 駆 動 制 御 信 号 Ｓ Ｃ Ｓ
は 走 査 駆 動 部 １ １ ０ に 供 給 さ れ る 。 そ し て 、 タ イ ミ ン グ 制 御 部 １ ５ ０ は 、 外 部 か ら 供 給 さ
れ る デ ー タ Ｄ ａ ｔ ａ を デ ー タ 駆 動 部 １ ２ ０ に 供 給 す る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 走 査 駆 動 部 １ １ ０ は 、 走 査 駆 動 制 御 信 号 Ｓ Ｃ Ｓ の 供 給 を 受 け る 。 走 査 駆 動 制 御 信 号 Ｓ Ｃ
Ｓ の 供 給 を 受 け た 走 査 駆 動 部 １ １ ０ は 、 走 査 線 Ｓ １ な い し Ｓ ｎ に 走 査 信 号 を 順 次 供 給 す る
。 そ し て 、 走 査 駆 動 制 御 信 号 Ｓ Ｃ Ｓ の 供 給 を 受 け た 走 査 駆 動 部 １ １ ０ は 、 発 光 制 御 線 Ｅ １
な い し Ｅ ｎ に 発 光 制 御 信 号 を 順 次 供 給 す る 。 こ こ で 、 発 光 制 御 信 号 は ２ つ の 走 査 信 号 と 重
畳 さ れ る よ う に 供 給 さ れ る 。 こ の た め に 、 発 光 制 御 信 号 の 幅 （ パ ル ス 幅 ） は 走 査 信 号 の 幅
と 同 じ か 、 ま た は 広 く 設 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 デ ー タ 駆 動 部 １ ２ ０ は 、 タ イ ミ ン グ 制 御 部 １ ５ ０ か ら デ ー タ 駆 動 制 御 信 号 Ｄ Ｃ Ｓ の 供 給
を 受 け る 。 デ ー タ 駆 動 制 御 信 号 Ｄ Ｃ Ｓ の 供 給 を 受 け た デ ー タ 駆 動 部 １ ２ ０ は 、 デ ー タ 信 号
を 生 成 し 、 生 成 し た デ ー タ 信 号 を デ ー タ 線 Ｄ １ な い し Ｄ ｍ に 供 給 す る 。 こ こ で 、 デ ー タ 駆
動 部 １ ２ ０ は 、 １ 水 平 期 間 （ １ Ｈ ） 中 の 第 １ 期 間 の 間 に デ ー タ 線 Ｄ １ な い し Ｄ ｍ に 所 定 の
電 流 を 供 給 し 、 １ 水 平 期 間 （ １ Ｈ ） 中 の 第 １ 期 間 を 除 い た 第 ２ 期 間 の 間 に デ ー タ 線 Ｄ １ な
い し Ｄ ｍ に 所 定 の 電 圧 を 供 給 す る 。 こ の た め に 、 デ ー タ 駆 動 部 １ ２ ０ は 、 少 な く と も 一 つ
の デ ー タ 駆 動 回 路 ２ ０ ０ を 備 え る 。 以 下 、 説 明 の 便 宜 性 の た め に 、 第 ２ 期 間 の 間 に デ ー タ
線 Ｄ １ な い し Ｄ ｍ に 供 給 さ れ る 電 圧 を 「 デ ー タ 信 号 」 と 称 す る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 図 ３ は 、 図 ２ に 図 示 さ れ た 画 素 の 一 例 を あ ら わ す 図 面 で あ る 。 図 ３ で は 、 説 明 の 便 宜 性
の た め に 第 ｍ デ ー タ 線 Ｄ ｍ 、 第 ｎ － １ 走 査 線 Ｓ ｎ － １ 、 及 び 第 ｎ 走 査 線 Ｓ ｎ 、 及 び 第 ｎ 発
光 制 御 線 Ｅ ｎ に 接 続 さ れ た 画 素 を 図 示 す る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 図 ３ を 参 照 す れ ば 、 本 発 明 の 実 施 形 態 の 画 素 １ ４ ０ は 、 発 光 素 子 Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ 、 お よ び 発 光
素 子 Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ に 電 流 を 供 給 す る た め の 画 素 回 路 １ ４ ２ を 備 え る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 発 光 素 子 Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ は 、 画 素 回 路 １ ４ ２ か ら 供 給 さ れ る 電 流 に 対 応 し て 所 定 の 色 の 光 を 生
成 す る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 画 素 回 路 １ ４ ２ は 、 第 ｎ － １ 走 査 線 Ｓ ｎ － １ （ 以 下 、 「 以 前 走 査 線 」 と 称 す る ） に 走 査
信 号 が 供 給 さ れ る と き に 第 １ 電 源 Ｅ Ｌ Ｖ Ｄ Ｄ の 電 圧 降 下 と 第 ４ ト ラ ン ジ ス タ ー Ｍ ４ の 閾 値
電 圧 と を 補 償 し 、 第 ｎ 走 査 線 Ｓ ｎ （ 以 下 、 「 現 在 走 査 線 」 と 称 す る ） に 走 査 信 号 が 供 給 さ
れ る と き に デ ー タ 信 号 に 対 応 す る 電 圧 を 充 電 す る 。 こ の た め に 、 画 素 回 路 １ ４ ２ は 、 第 １
ト ラ ン ジ ス タ ー Ｍ １ な い し 第 ６ ト ラ ン ジ ス タ ー Ｍ ６ 、 第 １ キ ャ パ シ タ Ｃ １ 、 及 び 第 ２ キ ャ
パ シ タ Ｃ ２ を 備 え る 。 現 在 走 査 線 と は 、 実 際 に 走 査 信 号 が 供 給 さ れ て い る 走 査 線 で あ り 、
以 前 走 査 線 と は 、 現 在 走 査 線 の 前 に 走 査 信 号 が 供 給 さ れ て い た 走 査 線 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 第 １ ト ラ ン ジ ス タ ー Ｍ １ の 第 １ 電 極 は デ ー タ 線 Ｄ ｍ に 接 続 さ れ て 、 第 ２ 電 極 は 第 １ ノ ー
ド Ｎ １ に 接 続 さ れ る 。 そ し て 、 第 １ ト ラ ン ジ ス タ ー Ｍ １ の ゲ ー ト 電 極 は 第 ｎ 走 査 線 Ｓ ｎ に
接 続 さ れ る 。 こ の よ う な 第 １ ト ラ ン ジ ス タ ー Ｍ １ は 第 ｎ 走 査 線 Ｓ ｎ に 走 査 信 号 が 供 給 さ れ
る と き に タ ー ン オ ン さ れ て 、 デ ー タ 線 Ｄ ｍ と 第 １ ノ ー ド Ｎ １ と を 電 気 的 に 接 続 さ せ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 第 ２ ト ラ ン ジ ス タ ー Ｍ ２ の 第 １ 電 極 は デ ー タ 線 Ｄ ｍ に 接 続 さ れ て 、 第 ２ 電 極 は 第 ４ ト ラ
ン ジ ス タ ー Ｍ ４ の 第 ２ 電 極 に 接 続 さ れ る 。 そ し て 、 第 ２ ト ラ ン ジ ス タ ー Ｍ ２ の ゲ ー ト 電 極
は 第 ｎ 走 査 線 Ｓ ｎ に 接 続 さ れ る 。 こ の よ う な 第 ２ ト ラ ン ジ ス タ ー Ｍ ２ は 第 ｎ 走 査 線 Ｓ ｎ に
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走 査 信 号 が 供 給 さ れ る と き に タ ー ン オ ン さ れ て 、 デ ー タ 線 Ｄ ｍ と 第 ４ ト ラ ン ジ ス タ ー Ｍ ４
の 第 ２ 電 極 と を 電 気 的 に 接 続 さ せ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 第 ３ ト ラ ン ジ ス タ ー Ｍ ３ の 第 １ 電 極 は 、 基 準 電 源 Ｖ ｒ ｅ ｆ に 接 続 さ れ て 、 第 ２ 電 極 は 第
１ ノ ー ド Ｎ １ に 接 続 さ れ る 。 そ し て 、 第 ３ ト ラ ン ジ ス タ ー Ｍ ３ の ゲ ー ト 電 極 は 第 ｎ － １ 走
査 線 Ｓ ｎ － １ に 接 続 さ れ る 。 こ の よ う な 第 ３ ト ラ ン ジ ス タ ー Ｍ ３ は 第 ｎ － １ 走 査 線 Ｓ ｎ －
１ に 走 査 信 号 が 供 給 さ れ る と き に タ ー ン オ ン さ れ て 基 準 電 源 Ｖ ｒ ｅ ｆ と 第 １ ノ ー ド Ｎ １ と
を 電 気 的 に 接 続 さ せ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 第 ４ ト ラ ン ジ ス タ ー Ｍ ４ の 第 １ 電 極 は 、 第 １ 電 源 Ｅ Ｌ Ｖ Ｄ Ｄ に 接 続 さ れ て 、 第 ２ 電 極 は
第 ６ ト ラ ン ジ ス タ ー Ｍ ６ の 第 １ 電 極 に 接 続 さ れ る 。 そ し て 、 第 ４ ト ラ ン ジ ス タ ー Ｍ ４ の ゲ
ー ト 電 極 は 第 ２ ノ ー ド Ｎ ２ に 接 続 さ れ る 。 こ の よ う な 第 ４ ト ラ ン ジ ス タ ー Ｍ ４ は 第 ２ ノ ー
ド Ｎ ２ に 印 加 さ れ る 電 圧 、 す な わ ち 、 第 １ キ ャ パ シ タ Ｃ １ 及 び 第 ２ キ ャ パ シ タ Ｃ ２ に 充 電
さ れ た 電 圧 に 対 応 す る 電 流 を 第 ６ ト ラ ン ジ ス タ ー Ｍ ６ の 第 １ 電 極 に 供 給 す る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 第 ５ ト ラ ン ジ ス タ ー Ｍ ５ の 第 ２ 電 極 は 、 第 ２ ノ ー ド Ｎ ２ に 接 続 さ れ て 、 第 １ 電 極 は 第 ４
ト ラ ン ジ ス タ ー Ｍ ４ の 第 ２ 電 極 に 接 続 さ れ る 。 そ し て 、 第 ５ ト ラ ン ジ ス タ ー Ｍ ５ の ゲ ー ト
電 極 は 第 ｎ － １ 走 査 線 Ｓ ｎ － １ に 接 続 さ れ る 。 こ の よ う な 第 ５ ト ラ ン ジ ス タ ー Ｍ ５ は 第 ｎ
－ １ 走 査 線 Ｓ ｎ － １ に 走 査 信 号 が 供 給 さ れ る と き に タ ー ン オ ン さ れ て 第 ４ ト ラ ン ジ ス タ ー
Ｍ ４ を ダ イ オ ー ド 形 態 で 接 続 さ せ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 第 ６ ト ラ ン ジ ス タ ー Ｍ ６ の 第 １ 電 極 は 第 ４ ト ラ ン ジ ス タ ー Ｍ ４ の 第 ２ 電 極 に 接 続 さ れ て
、 第 ２ 電 極 は 発 光 素 子 Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ の ア ノ ー ド 電 極 に 接 続 さ れ る 。 そ し て 、 第 ６ ト ラ ン ジ ス タ
ー Ｍ ６ の ゲ ー ト 電 極 は 第 ｎ 発 光 制 御 線 Ｅ ｎ に 接 続 さ れ る 。 こ の よ う な 第 ６ ト ラ ン ジ ス タ ー
Ｍ ６ は 第 ｎ 発 光 制 御 線 Ｅ ｎ に 発 光 制 御 信 号 が 供 給 さ れ る と き に タ ー ン オ フ さ れ て 、 発 光 制
御 信 号 が 供 給 さ れ な い と き に タ ー ン オ ン さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 こ こ で 、 第 ｎ 発 光 制 御 線 Ｅ ｎ に 供 給 さ れ る 発 光 制 御 信 号 は 第 ｎ － １ 走 査 線 Ｓ ｎ － １ 及 び
第 ｎ 走 査 線 Ｓ ｎ に 供 給 さ れ る 走 査 信 号 と 重 畳 さ れ る よ う に 供 給 さ れ る 。 し た が っ て 、 第 ６
ト ラ ン ジ ス タ ー Ｍ ６ は 第 ｎ － １ 走 査 線 Ｓ ｎ － １ 及 び 第 ｎ 走 査 線 Ｓ ｎ に 走 査 信 号 が 供 給 さ れ
て 第 １ キ ャ パ シ タ Ｃ １ 及 び 第 ２ キ ャ パ シ タ Ｃ ２ に 所 定 の 電 圧 が 充 電 さ れ る と き に タ ー ン オ
フ さ れ て 、 そ れ 以 外 の 場 合 に は タ ー ン オ ン さ れ て 第 ４ ト ラ ン ジ ス タ ー Ｍ ４ と 発 光 素 子 Ｏ Ｌ
Ｅ Ｄ と を 電 気 的 に 接 続 さ せ る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 一 方 、 図 ３ で は 説 明 の 便 宜 性 の た め に ト ラ ン ジ ス タ ー Ｍ １ な い し Ｍ ６ を Ｐ Ｍ Ｏ Ｓ タ イ プ
に 図 示 し た が 、 本 発 明 は こ れ に 限 定 さ れ な い 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 そ し て 、 図 ３ に 図 示 さ れ た 画 素 １ ４ ０ に 供 給 さ れ る 基 準 電 源 Ｖ ｒ ｅ ｆ は 、 発 光 素 子 Ｏ Ｌ
Ｅ Ｄ に 電 流 を 供 給 し な い 。 す な わ ち 、 基 準 電 源 Ｖ ｒ ｅ ｆ は 画 素 １ ４ ０ に 電 流 を 供 給 し な い
た め 、 電 圧 降 下 が 発 生 し な い 。 し た が っ て 、 基 準 電 源 Ｖ ｒ ｅ ｆ は 、 画 素 １ ４ ０ の 位 置 と は
無 関 係 に 同 じ 電 圧 値 を 維 持 す る こ と が で き る 。 こ こ で 、 基 準 電 源 Ｖ ｒ ｅ ｆ の 電 圧 値 は 、 第
１ 電 源 Ｅ Ｌ Ｖ Ｄ Ｄ と 同 じ に 設 定 さ れ る か 、 ま た は 異 な る よ う に 設 定 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 図 ４ は 、 図 ３ に 図 示 さ れ た 画 素 １ ４ ０ が 駆 動 す る 際 の 各 種 信 号 波 形 を あ ら わ す 波 形 図 で
あ る 。 図 ４ に 示 す よ う に 、 １ 水 平 期 間 （ １ Ｈ ） は 、 第 １ 期 間 及 び 第 ２ 期 間 に 分 け ら れ る 。
第 １ 期 間 の 間 に デ ー タ 線 Ｄ １ な い し Ｄ ｍ に は 所 定 の 電 流 Ｐ Ｃ （ Ｐ ｒ ｅ ｄ ｅ ｔ ｅ ｒ ｍ ｉ ｎ ｅ
ｄ 　 Ｃ ｕ ｒ ｒ ｅ ｎ ｔ ） が 流 れ 、 第 ２ 期 間 の 間 に デ ー タ 信 号 Ｄ Ｓ （ Ｄ ａ ｔ ａ 　 Ｓ ｉ ｇ ｎ ａ ｌ
） が 供 給 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 実 際 に 、 第 １ 期 間 の 間 に は 画 素 １ ４ ０ か ら デ ー タ 駆 動 回 路 ２ ０ ０ に 所 定 の 電 流 Ｐ Ｃ が 供
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給 さ れ る （ Ｃ ｕ ｒ ｒ ｅ ｎ ｔ 　 Ｓ ｉ ｎ ｋ ） 。 そ し て 、 第 ２ 期 間 の 間 に は デ ー タ 駆 動 回 路 ２ ０
０ か ら 画 素 １ ４ ０ に デ ー タ 信 号 Ｄ Ｓ が 供 給 さ れ る 。 以 後 、 説 明 の 便 宜 性 の た め に 基 準 電 源
Ｖ ｒ ｅ ｆ と 第 １ 電 源 Ｅ Ｌ Ｖ Ｄ Ｄ と の 初 期 電 圧 値 が 同 じ に 設 定 さ れ る と 仮 定 す る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 図 ３ 及 び 図 ４ を 参 照 し て 動 作 過 程 を 詳 し く 説 明 す れ ば 、 ま ず 、 第 ｎ － １ 走 査 線 Ｓ ｎ － １
に 走 査 信 号 が 供 給 さ れ る 。 第 ｎ － １ 走 査 線 Ｓ ｎ － １ に 走 査 信 号 が 供 給 さ れ れ ば 第 ３ ト ラ ン
ジ ス タ ー Ｍ ３ 及 び 第 ５ ト ラ ン ジ ス タ ー Ｍ ５ が タ ー ン オ ン さ れ る 。 第 ５ ト ラ ン ジ ス タ ー Ｍ ５
が タ ー ン オ ン さ れ れ ば 、 第 ４ ト ラ ン ジ ス タ ー Ｍ ４ が ダ イ オ ー ド 形 態 に 接 続 さ れ る 。 第 ４ ト
ラ ン ジ ス タ ー Ｍ ４ が ダ イ オ ー ド 形 態 に 接 続 さ れ れ ば 、 第 ２ ノ ー ド Ｎ ２ に は 第 １ 電 源 Ｅ Ｌ Ｖ
Ｄ Ｄ か ら 第 ４ ト ラ ン ジ ス タ ー Ｍ ４ の 閾 値 電 圧 を 差 し 引 い た 電 圧 が 印 加 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 そ し て 、 第 ３ ト ラ ン ジ ス タ ー Ｍ ３ が タ ー ン オ ン さ れ れ ば 、 基 準 電 源 Ｖ ｒ ｅ ｆ の 電 圧 が 第
１ ノ ー ド Ｎ １ に 印 加 さ れ る 。 こ の 時 、 第 ２ キ ャ パ シ タ Ｃ ２ は 、 第 １ ノ ー ド Ｎ １ と 第 ２ ノ ー
ド Ｎ ２ と の 電 圧 差 に 対 応 す る 電 圧 を 充 電 す る 。 こ の 場 合 、 基 準 電 源 Ｖ ｒ ｅ ｆ と 第 １ 電 源 Ｅ
Ｌ Ｖ Ｄ Ｄ と の 電 圧 値 が 同 じ だ と 仮 定 す れ ば 、 第 ２ キ ャ パ シ タ Ｃ ２ に は 第 ４ ト ラ ン ジ ス タ ー
Ｍ ４ の 閾 値 電 圧 に 対 応 す る 電 圧 が 充 電 さ れ る 。 そ し て 、 第 １ 電 源 Ｅ Ｌ Ｖ Ｄ Ｄ で 所 定 の 電 圧
降 下 が 発 生 す れ ば 、 第 ２ キ ャ パ シ タ Ｃ ２ に は 第 ４ ト ラ ン ジ ス タ ー Ｍ ４ の 閾 値 電 圧 及 び 第 １
電 源 Ｅ Ｌ Ｖ Ｄ Ｄ の 電 圧 降 下 に 対 応 す る 電 圧 が 充 電 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 す な わ ち 、 本 発 明 で は 第 ｎ － １ 走 査 線 Ｓ ｎ － １ に 走 査 信 号 が 供 給 さ れ る 期 間 の 間 に 第 １
電 源 Ｅ Ｌ Ｖ Ｄ Ｄ の 電 圧 降 下 に 対 応 す る 電 圧 及 び 第 ４ ト ラ ン ジ ス タ ー Ｍ ４ の 閾 値 電 圧 が 第 ２
キ ャ パ シ タ Ｃ ２ に 充 電 さ れ る こ と で 、 第 １ 電 源 Ｅ Ｌ Ｖ Ｄ Ｄ の 電 圧 降 下 を 補 償 す る こ と が で
き る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 第 ２ キ ャ パ シ タ Ｃ ２ に 所 定 の 電 圧 が 充 電 さ れ た 後 、 第 ｎ 走 査 線 Ｓ ｎ に 走 査 信 号 が 供 給 さ
れ る 。 第 ｎ 走 査 線 Ｓ ｎ に 走 査 信 号 が 供 給 さ れ れ ば 、 第 １ ト ラ ン ジ ス タ ー Ｍ １ 及 び 第 ２ ト ラ
ン ジ ス タ ー Ｍ ２ が タ ー ン オ ン さ れ る 。 第 ２ ト ラ ン ジ ス タ ー Ｍ ２ が タ ー ン オ ン さ れ れ ば 、 １
水 平 期 間 の 第 １ 期 間 の 間 に 所 定 の 電 流 Ｐ Ｃ が 画 素 １ ４ ０ か ら デ ー タ 線 Ｄ ｍ を 経 由 し て デ ー
タ 駆 動 回 路 ２ ０ ０ に 供 給 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 実 際 に 、 所 定 の 電 流 Ｐ Ｃ は 、 第 １ 電 源 Ｅ Ｌ Ｖ Ｄ Ｄ 、 第 ４ ト ラ ン ジ ス タ ー Ｍ ４ 、 第 ２ ト ラ
ン ジ ス タ ー Ｍ ２ 、 及 び デ ー タ 線 Ｄ ｍ を 経 由 し て デ ー タ 駆 動 回 路 ２ ０ ０ に 供 給 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 デ ー タ 駆 動 回 路 ２ ０ ０ は 、 所 定 の 電 流 Ｐ Ｃ が シ ン ク さ れ る と き に 発 生 す る 所 定 の 電 圧 （
以 下 、 「 補 償 電 圧 」 と 称 す る ） を 利 用 し て デ ー タ 信 号 Ｄ Ｓ の 電 圧 を 再 設 定 し 、 再 設 定 し た
デ ー タ 信 号 Ｄ Ｓ の 電 圧 を 水 平 期 間 の 第 ２ 期 間 の 間 に 第 １ ト ラ ン ジ ス タ ー Ｍ １ を 経 由 し て 第
１ ノ ー ド Ｎ １ に 供 給 す る 。 す る と 、 第 １ キ ャ パ シ タ Ｃ １ に は デ ー タ 信 号 Ｄ Ｓ と 第 １ 電 源 Ｅ
Ｌ Ｖ Ｄ Ｄ と の 電 圧 差 に 対 応 す る 電 圧 が 充 電 さ れ る 。 こ の 時 、 第 ２ ノ ー ド Ｎ ２ は フ ロ ー テ ィ
ン グ 状 態 に 設 定 さ れ る の で 、 第 ２ キ ャ パ シ タ Ｃ ２ は 以 前 に 充 電 さ れ た 電 圧 を 維 持 す る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 す な わ ち 、 本 発 明 の 実 施 形 態 で は 、 以 前 走 査 線 に 走 査 信 号 が 供 給 さ れ る 期 間 の 間 に 第 ２
キ ャ パ シ タ Ｃ ２ に 第 ４ ト ラ ン ジ ス タ ー Ｍ ４ の 閾 値 電 圧 及 び 第 １ 電 源 Ｅ Ｌ Ｖ Ｄ Ｄ の 電 圧 降 下
に 対 応 す る 電 圧 を 充 電 す る こ と で 、 第 １ 電 源 Ｅ Ｌ Ｖ Ｄ Ｄ の 電 圧 降 下 及 び 第 ４ ト ラ ン ジ ス タ
ー Ｍ ４ の 閾 値 電 圧 を 補 償 す る こ と が で き る 。 そ し て 、 本 発 明 の 実 施 形 態 で は 、 現 在 走 査 線
に 走 査 信 号 が 供 給 さ れ る 期 間 の 間 に 画 素 １ ４ ０ に 含 ま れ た ト ラ ン ジ ス タ ー の 電 子 移 動 度 な
ど が 補 償 さ れ る よ う に デ ー タ 信 号 Ｄ Ｓ の 電 圧 値 を 再 設 定 し 、 電 圧 値 が 再 設 定 さ れ た デ ー タ
信 号 Ｄ Ｓ を 画 素 １ ４ ０ に 供 給 す る 。 し た が っ て 、 本 発 明 の 実 施 形 態 で は 、 ト ラ ン ジ ス タ ー
の 閾 値 電 圧 、 電 子 移 動 度 な ど の バ ラ つ き を 補 償 し て 均 一 な 画 像 を 表 示 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 図 ５ は 、 図 ２ に 図 示 さ れ た 画 素 の 他 の 例 を あ ら わ す 図 面 で あ る 。 図 ５ は 、 第 １ キ ャ パ シ
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タ Ｃ １ が 第 ２ ノ ー ド Ｎ ２ と 第 １ 電 源 Ｅ Ｌ Ｖ Ｄ Ｄ と の 間 に 設 置 さ れ る こ と を 除 き 、 図 ３ と 同
じ 構 成 で 設 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 図 ４ 及 び 図 ５ を 参 照 し て 、 動 作 過 程 を 詳 し く 説 明 す れ ば 、 ま ず 、 第 ｎ － １ 走 査 線 Ｓ ｎ －
１ に 走 査 信 号 が 供 給 さ れ る 。 第 ｎ － １ 走 査 線 Ｓ ｎ － １ に 走 査 信 号 が 供 給 さ れ れ ば 第 ３ ト ラ
ン ジ ス タ ー Ｍ ３ 及 び 第 ５ ト ラ ン ジ ス タ Ｍ ５ が タ ー ン オ ン さ れ る 。 第 ５ ト ラ ン ジ ス タ ー Ｍ ５
が タ ー ン オ ン さ れ れ ば 、 第 ４ ト ラ ン ジ ス タ ー Ｍ ４ が ダ イ オ ー ド 形 態 に 接 続 さ れ る 。 第 ４ ト
ラ ン ジ ス タ ー Ｍ ４ が ダ イ オ ー ド 形 態 に 接 続 さ れ れ ば 、 第 ２ ノ ー ド Ｎ ２ に は 第 １ 電 源 Ｅ Ｌ Ｖ
Ｄ Ｄ か ら 第 ４ ト ラ ン ジ ス タ ー Ｍ ４ の 閾 値 電 圧 を 差 し 引 い た 電 圧 が 印 加 さ れ る 。 し た が っ て
、 第 １ キ ャ パ シ タ Ｃ １ に は 第 ４ ト ラ ン ジ ス タ ー Ｍ ４ の 閾 値 電 圧 に 対 応 す る 電 圧 が 充 電 さ れ
る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 そ し て 、 第 ３ ト ラ ン ジ ス タ ー Ｍ ３ が タ ー ン オ ン さ れ れ ば 、 基 準 電 源 Ｖ ｒ ｅ ｆ の 電 圧 が 第
１ ノ ー ド Ｎ １ に 印 加 さ れ る 。 す る と 、 第 ２ キ ャ パ シ タ Ｃ ２ は 、 第 １ ノ ー ド Ｎ １ と 第 ２ ノ ー
ド Ｎ ２ と の 電 圧 差 に 対 応 す る 電 圧 が 充 電 さ れ る 。 こ こ で 、 第 ｎ － １ 走 査 線 Ｓ ｎ － １ に 走 査
信 号 が 供 給 さ れ る 期 間 の 間 に 第 １ ト ラ ン ジ ス タ ー Ｍ １ 及 び 第 ２ ト ラ ン ジ ス タ ー Ｍ ２ が タ ー
ン オ フ さ れ る の で 、 デ ー タ 信 号 Ｄ Ｓ は 画 素 １ ４ ０ に 供 給 さ れ な い 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 次 い で 、 第 ｎ 走 査 線 Ｓ ｎ に 走 査 信 号 が 供 給 さ れ て 第 １ ト ラ ン ジ ス タ ー Ｍ １ 及 び 第 ２ ト ラ
ン ジ ス タ ー Ｍ ２ が タ ー ン オ ン さ れ る 。 第 ２ ト ラ ン ジ ス タ ー Ｍ ２ が タ ー ン オ ン さ れ れ ば 、 １
水 平 期 間 の 第 １ 期 間 の 間 に 所 定 の 電 流 Ｐ Ｃ が 画 素 １ ４ ０ か ら デ ー タ 線 Ｄ ｍ を 経 由 し て デ ー
タ 駆 動 回 路 ２ ０ ０ に 供 給 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 実 際 に 、 所 定 の 電 流 Ｐ Ｃ は 、 第 １ 電 源 Ｅ Ｌ Ｖ Ｄ Ｄ 、 第 ４ ト ラ ン ジ ス タ ー Ｍ ４ 、 第 ２ ト ラ
ン ジ ス タ ー Ｍ ２ 、 及 び デ ー タ 線 Ｄ ｍ を 経 由 し て デ ー タ 駆 動 回 路 ２ ０ ０ に 供 給 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 デ ー タ 駆 動 回 路 ２ ０ ０ は 、 所 定 の 電 流 Ｐ Ｃ が シ ン ク さ れ る と き に 発 生 さ れ る 補 償 電 圧 を
利 用 し て デ ー タ 信 号 Ｄ Ｓ の 電 圧 を 再 設 定 し 、 電 圧 が 再 設 定 さ れ た デ ー タ 信 号 Ｄ Ｓ を 水 平 期
間 の 第 ２ 期 間 の 間 に 第 １ ト ラ ン ジ ス タ ー Ｍ １ を 経 由 し て 第 １ ノ ー ド Ｎ １ に 供 給 す る 。 す る
と 、 第 １ キ ャ パ シ タ Ｃ １ 及 び 第 ２ キ ャ パ シ タ Ｃ ２ に は デ ー タ 信 号 Ｄ Ｓ に 対 応 し て 所 定 の 電
圧 が 充 電 さ れ る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 実 際 に 、 デ ー タ 信 号 Ｄ Ｓ が 供 給 さ れ れ ば 、 第 １ ノ ー ド Ｎ １ の 電 圧 が 降 下 す る 。 第 ２ ノ ー
ド Ｎ ２ が フ ロ ー テ ィ ン グ さ れ て い る の で 、 第 １ ノ ー ド Ｎ １ の 電 圧 降 下 量 に 対 応 し て 第 ２ ノ
ー ド Ｎ ２ の 電 圧 も 降 下 す る 。 こ の 場 合 、 第 ２ ノ ー ド Ｎ ２ で 降 下 す る 電 圧 は 、 第 １ キ ャ パ シ
タ Ｃ １ 及 び 第 ２ キ ャ パ シ タ Ｃ ２ の 容 量 に よ っ て 決 ま る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 第 ２ ノ ー ド Ｎ ２ の 電 圧 が 降 下 す れ ば 、 第 １ キ ャ パ シ タ Ｃ １ に は 、 第 ２ ノ ー ド Ｎ ２ の 電 圧
に 対 応 し て 所 定 の 電 圧 が 充 電 さ れ る 。 こ こ で 、 第 １ ノ ー ド Ｎ １ の 電 圧 降 下 量 は 、 デ ー タ 信
号 Ｄ Ｓ に よ っ て 決 ま り 、 こ れ に よ っ て 第 １ キ ャ パ シ タ Ｃ １ に 充 電 さ れ る 電 圧 も デ ー タ 信 号
Ｄ Ｓ に よ っ て 決 ま る 。 そ し て 、 本 発 明 の 実 施 形 態 で は 、 画 素 １ ４ ０ に 含 ま れ た ト ラ ン ジ ス
タ ー の 電 子 移 動 度 な ど が 補 償 さ れ る よ う に デ ー タ 信 号 Ｄ Ｓ の 電 圧 を 再 設 定 す る か ら ト ラ ン
ジ ス タ ー の 電 子 移 動 度 な ど の バ ラ つ き を 補 償 し て 画 像 を 表 示 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 図 ６ は 、 図 ２ に 図 示 さ れ た デ ー タ 駆 動 回 路 の 一 例 を あ ら わ す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。 図 ６ で
は 、 説 明 の 便 宜 性 の た め に デ ー タ 駆 動 回 路 ２ ０ ０ が ｊ （ ｊ は ２ 以 上 の 自 然 数 ） 個 の チ ャ ン
ネ ル を 持 つ と 仮 定 す る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 図 ６ を 参 照 す れ ば 、 本 発 明 の デ ー タ 駆 動 回 路 ２ ０ ０ は 、 シ フ ト レ ジ ス タ ー 部 ２ １ ０ 、 サ
ン プ リ ン グ ラ ッ チ 部 ２ ２ ０ 、 ホ ル デ ィ ン グ ラ ッ チ 部 ２ ３ ０ 、 デ コ ー ダ 部 ２ ４ ０ 、 デ ジ タ ル
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ア ナ ロ グ 変 換 部 （ 以 下 「 Ｄ Ａ Ｃ 部 」 と 称 す る ） ２ ５ ０ 、 電 圧 制 御 部 ２ ６ ０ 、 第 １ バ ッ フ ァ
ー 部 ２ ７ ０ 、 電 流 供 給 部 ２ ８ ０ 、 選 択 部 ２ ９ ０ 、 及 び ガ ン マ 電 圧 部 ３ ０ ０ を 備 え る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 シ フ ト レ ジ ス タ ー 部 ２ １ ０ は 、 タ イ ミ ン グ 制 御 部 １ ５ ０ か ら ソ ー ス シ フ ト ク ロ ッ ク Ｓ Ｓ
Ｃ 及 び ソ ー ス ス タ ー ト パ ル ス Ｓ Ｓ Ｐ の 供 給 を 受 け る 。 タ イ ミ ン グ 制 御 部 １ ５ ０ か ら ソ ー ス
シ フ ト ク ロ ッ ク Ｓ Ｓ Ｃ 及 び ソ ー ス ス タ ー ト パ ル ス Ｓ Ｓ Ｐ の 供 給 を 受 け た シ フ ト レ ジ ス タ ー
部 ２ １ ０ は 、 ソ ー ス シ フ ト ク ロ ッ ク Ｓ Ｓ Ｃ の １ 周 期 ご と に ソ ー ス ス タ ー ト パ ル ス Ｓ Ｓ Ｐ を
シ フ ト さ せ な が ら 順 次 ｊ 個 の サ ン プ リ ン グ 信 号 を 生 成 す る 。 こ の た め に 、 シ フ ト レ ジ ス タ
ー 部 ２ １ ０ は 、 ｊ 個 の シ フ ト レ ジ ス タ ー ２ １ ０ １ な い し ２ １ ０ ｊ を 備 え る 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 サ ン プ リ ン グ ラ ッ チ 部 ２ ２ ０ は 、 シ フ ト レ ジ ス タ ー 部 ２ １ ０ か ら 順 次 供 給 さ れ る サ ン プ
リ ン グ 信 号 に 応 答 し て デ ー タ を 順 次 保 存 す る 。 こ こ で 、 サ ン プ リ ン グ ラ ッ チ 部 ２ ２ ０ は 、
ｊ 個 の デ ー タ を 保 存 す る た め に ｊ 個 の サ ン プ リ ン グ ラ ッ チ ２ ２ ０ １ な い し ２ ２ ０ ｊ を 備 え
る 。 そ し て 、 そ れ ぞ れ の サ ン プ リ ン グ ラ ッ チ ２ ２ ０ １ な い し ２ ２ ０ ｊ は 、 デ ー タ の ビ ッ ト
数 に 対 応 す る 大 き さ （ 保 存 容 量 ） を 持 つ 。 例 え ば 、 デ ー タ が ｋ ビ ッ ト で 構 成 さ れ る 場 合 、
サ ン プ リ ン グ ラ ッ チ ２ ２ ０ １ な い し ２ ２ ０ ｉ そ れ ぞ れ は ｋ ビ ッ ト の 大 き さ に 設 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 ホ ル デ ィ ン グ ラ ッ チ 部 ２ ３ ０ は 、 ソ ー ス 出 力 イ ネ ー ブ ル Ｓ Ｏ Ｅ の 信 号 が 入 力 さ れ る と き
、 サ ン プ リ ン グ ラ ッ チ 部 ２ ２ ０ か ら デ ー タ の 入 力 を 受 け て 保 存 す る 。 そ し て 、 ホ ル デ ィ ン
グ ラ ッ チ 部 ２ ３ ０ は 、 ソ ー ス 出 力 イ ネ ー ブ ル Ｓ Ｏ Ｅ が 入 力 さ れ る と き 、 ホ ル デ ィ ン グ ラ ッ
チ 部 ２ ３ ０ 自 身 に 保 存 さ れ た デ ー タ を Ｄ Ａ Ｃ 部 ２ ５ ０ に 供 給 す る 。 こ こ で 、 ホ ル デ ィ ン グ
ラ ッ チ 部 ２ ３ ０ は 、 ｊ 個 の デ ー タ を 保 存 す る た め に ｊ 個 の ホ ル デ ィ ン グ ラ ッ チ ２ ３ ０ １ な
い し ２ ３ ０ ｊ を 備 え る 。 そ し て 、 そ れ ぞ れ の ホ ル デ ィ ン グ ラ ッ チ ２ ３ ０ １ な い し ２ ３ ０ ｊ
は 、 デ ー タ の ビ ッ ト 数 に 対 応 さ れ る 大 き さ を 持 つ 。 例 え ば 、 デ ー タ が ｋ ビ ッ ト で 構 成 さ れ
る 場 合 、 ホ ル デ ィ ン グ ラ ッ チ ２ ３ ０ １ な い し ２ ３ ０ ｊ そ れ ぞ れ は 、 デ ー タ Ｄ ａ ｔ ａ を 保 存
す る こ と が で き る よ う に ｋ ビ ッ ト の 大 き さ に 設 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 デ コ ー ダ 部 ２ ４ ０ は 、 ｊ 個 の デ コ ー ダ ２ ４ ０ １ な い し ２ ４ ０ ｊ を 備 え る 。 そ れ ぞ れ の デ
コ ー ダ ２ ４ ０ １ な い し ２ ４ ０ ｊ は 、 デ コ ー ダ 自 身 に 供 給 さ れ る ｋ ビ ッ ト の 第 １ デ ー タ を ｐ
（ ｐ は 自 然 数 ） ビ ッ ト の 第 ２ デ ー タ Ｄ ａ ｔ ａ ２ に 変 換 す る 。 こ こ で 、 デ コ ー ダ ２ ４ ０ １ な
い し ２ ４ ０ ｊ は 、 二 進 数 の 加 重 値 （ Ｂ ｉ ｎ ａ ｒ ｙ 　 Ｗ ｅ ｉ ｇ ｈ ｔ ｅ ｄ ） を 持 つ よ う に ｐ ビ
ッ ト の 第 ２ デ ー タ Ｄ ａ ｔ ａ ２ を 生 成 す る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 こ れ を 詳 し く 説 明 す れ ば 、 外 部 か ら 供 給 さ れ る 第 １ デ ー タ Ｄ ａ ｔ ａ １ は 、 ガ ン マ 電 圧 部
３ ０ ０ か ら 所 定 の 電 圧 が 設 定 さ れ る よ う に そ の 加 重 値 が 決 ま る 。 す な わ ち 、 第 １ デ ー タ Ｄ
ａ ｔ ａ １ は 、 ガ ン マ 電 圧 部 ３ ０ ０ か ら 生 成 さ れ る 複 数 の 階 調 電 圧 の 中 で 所 望 の 階 調 電 圧 が
選 択 さ れ る よ う に ビ ッ ト 値 が 決 ま る 。
【 ０ ０ ６ ６ 】
　 デ コ ー ダ ２ ４ ０ １ な い し ２ ４ ０ ｊ は 、 階 調 電 圧 に 対 応 し て ビ ッ ト 値 が 設 定 さ れ た ｋ ビ ッ
ト の デ ー タ を 二 進 数 の 加 重 値 を 持 つ ｐ ビ ッ ト の 第 ２ デ ー タ Ｄ ａ ｔ ａ ２ に 変 換 す る 。 例 え ば
、 デ コ ー ダ ２ ４ ０ １ な い し ２ ４ ０ ｊ は 、 ８ ビ ッ ト の 第 １ デ ー タ Ｄ ａ ｔ ａ １ を 利 用 し て ５ ビ
ッ ト の 第 ２ デ ー タ Ｄ ａ ｔ ａ ２ を 生 成 す る 。
【 ０ ０ ６ ７ 】
　 電 流 供 給 部 ２ ８ ０ は 、 １ 水 平 期 間 の 第 １ 期 間 の 間 に デ ー タ 線 Ｄ １ な い し Ｄ ｊ に 接 続 さ れ
た 画 素 １ ４ ０ か ら 所 定 の 電 流 Ｐ Ｃ を シ ン ク す る 。 実 際 に 、 電 流 供 給 部 ２ ８ ０ は 、 そ れ ぞ れ
の 画 素 １ ４ ０ に 流 れ る こ と が で き る 最 大 電 流 、 す な わ ち 、 画 素 １ ４ ０ が 最 大 輝 度 に 発 光 す
る と き に 有 機 発 光 ダ イ オ ー ド Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ に 供 給 さ れ る べ き 電 流 を シ ン ク す る 。 そ し て 、 電 流
供 給 部 ２ ８ ０ は 、 電 流 が シ ン ク さ れ る と き に 発 生 さ れ る 所 定 の 補 償 電 圧 を 比 較 部 ２ ６ ０ に
供 給 す る 。 こ の た め に 、 電 流 供 給 部 ２ ８ ０ は 、 ｊ 個 の 電 流 シ ン ク 部 ２ ８ ０ １ な い し ２ ８ ０
ｊ を 備 え る 。
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【 ０ ０ ６ ８ 】
　 ガ ン マ 電 圧 部 ３ ０ ０ は 、 ｋ ビ ッ ト の 第 １ デ ー タ Ｄ ａ ｔ ａ １ に 対 応 し て 所 定 の 階 調 電 圧 を
生 成 す る 。 実 際 に 、 電 圧 生 成 部 ３ ０ ０ は 、 図 ８ に 図 示 さ れ た よ う に 複 数 の 分 圧 抵 抗 Ｒ １ な
い し Ｒ ｌ で 構 成 さ れ て ２ ｋ 個 の 階 調 電 圧 を 生 成 す る 。 ガ ン マ 電 圧 部 ３ ０ ０ か ら 生 成 さ れ た
階 調 電 圧 は 、 Ｄ Ａ Ｃ ２ ５ ０ １ な い し ２ ５ ０ ｊ に 供 給 さ れ る 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 Ｄ Ａ Ｃ 部 ２ ５ ０ は 、 ｊ 個 の Ｄ Ａ Ｃ ２ ５ ０ １ な い し ２ ５ ０ ｊ を 備 え る 。 Ｄ Ａ Ｃ ２ ５ ０ １ な
い し ２ ５ ０ ｊ そ れ ぞ れ は 、 ホ ル デ ィ ン グ ラ ッ チ 部 ２ ３ ０ １ な い し ２ ３ ０ ｊ か ら 供 給 さ れ る
第 １ デ ー タ Ｄ ａ ｔ ａ １ の ビ ッ ト 値 に 対 応 し て ガ ン マ 電 圧 部 ３ ０ ０ か ら 供 給 さ れ る 階 調 電 圧
の 中 で い ず れ か 一 つ を デ ー タ 信 号 Ｄ Ｓ で 選 択 す る 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
　 電 圧 制 御 部 ２ ６ ０ は 、 ｊ 個 の 電 圧 制 御 器 ２ ６ ０ １ な い し ２ ６ ０ ｊ を 備 え る 。 そ れ ぞ れ の
電 圧 制 御 器 ２ ６ ０ １ な い し ２ ６ ０ ｊ は 、 補 償 電 圧 、 第 ２ デ ー タ Ｄ ａ ｔ ａ ２ 、 及 び 第 ３ 電 源
Ｖ Ｓ Ｓ の 供 給 を 受 け る 。 こ こ で 、 第 ３ 電 源 Ｖ Ｓ Ｓ は 、 ガ ン マ 電 圧 部 ３ ０ ０ の 一 側 端 子 に 供
給 さ れ る 電 圧 で あ る 。 補 償 電 圧 、 第 ２ デ ー タ Ｄ ａ ｔ ａ ２ 、 及 び 第 ３ 電 源 Ｖ Ｓ Ｓ の 供 給 を 受
け た 電 圧 制 御 器 ２ ６ ０ １ な い し ２ ６ ０ ｊ は 、 画 素 １ ４ ０ に 含 ま れ た ト ラ ン ジ ス タ ー の 電 子
移 動 度 な ど が 補 償 さ れ る よ う に デ ー タ 信 号 Ｄ Ｓ の 電 圧 値 を 制 御 す る 。
【 ０ ０ ７ １ 】
　 第 １ バ ッ フ ァ ー 部 ２ ７ ０ は 、 電 圧 制 御 部 ２ ６ ０ に よ っ て 電 圧 が 制 御 さ れ た デ ー タ 信 号 Ｄ
Ｓ を 選 択 部 ２ ９ ０ に 供 給 す る 。 こ の た め に 、 第 １ バ ッ フ ァ ー 部 ２ ７ ０ は 、 ｊ 個 の 第 １ バ ッ
フ ァ ー ２ ７ ０ １ な い し ２ ７ ０ ｊ を 備 え る 。
【 ０ ０ ７ ２ 】
　 選 択 部 ２ ９ ０ は 、 デ ー タ 線 Ｄ １ な い し Ｄ ｊ と 第 １ バ ッ フ ァ ー ２ ７ ０ １ な い し ２ ７ ０ ｊ と
の 電 気 的 連 結 を 制 御 す る 。 実 際 に 、 選 択 部 ２ ９ ０ は 、 １ 水 平 期 間 の 第 ２ 期 間 の 間 の み に デ
ー タ 線 Ｄ １ な い し Ｄ ｊ と 第 １ バ ッ フ ァ ー ２ ７ ０ １ な い し ２ ７ ０ ｊ と を 電 気 的 に 接 続 さ せ 、
そ れ 以 外 に は デ ー タ 線 Ｄ １ な い し Ｄ ｊ と 第 １ バ ッ フ ァ ー ２ ７ ０ １ な い し ２ ７ ０ ｊ と を 接 続
さ せ な い 。 こ の た め に 、 選 択 部 ２ ９ ０ は 、 ｊ 個 の ス イ ッ チ ン グ 部 ２ ９ ０ １ な い し ２ ９ ０ ｊ
を 備 え る 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
　 一 方 、 本 発 明 の 実 施 形 態 の デ ー タ 駆 動 回 路 ２ ０ ０ は 、 図 ７ に 示 す よ う に ホ ル デ ィ ン グ ラ
ッ チ 部 ２ ３ ０ の 次 の 段 に レ ベ ル シ フ タ ー 部 ３ １ ０ を さ ら に 含 む こ と が で き る （ 第 ２ 実 施 形
態 ） 。 レ ベ ル シ フ タ ー 部 ３ １ ０ は 、 ホ ル デ ィ ン グ ラ ッ チ 部 ２ ３ ０ か ら 供 給 さ れ る 第 １ デ ー
タ Ｄ ａ ｔ ａ １ の 電 圧 レ ベ ル を 上 昇 さ せ て Ｄ Ａ Ｃ 部 ２ ５ ０ 及 び デ コ ー ダ 部 ２ ４ ０ に 供 給 す る
。
【 ０ ０ ７ ４ 】
　 外 部 シ ス テ ム か ら デ ー タ 駆 動 回 路 ２ ０ ０ に 高 い 電 圧 レ ベ ル を 持 つ 第 １ デ ー タ Ｄ ａ ｔ ａ １
が 供 給 さ れ れ ば 、 電 圧 レ ベ ル に 対 応 し て 高 い 耐 圧 を 有 す る 回 路 部 品 を 設 置 す る 必 要 が あ る
た め 、 製 造 コ ス ト が 増 加 す る 。 し た が っ て 、 デ ー タ 駆 動 回 路 ２ ０ ０ の 外 部 で は 、 低 い 電 圧
レ ベ ル を 持 つ 第 １ デ ー タ Ｄ ａ ｔ ａ １ を 供 給 し 、 こ の 低 い 電 圧 レ ベ ル を 持 つ 第 １ デ ー タ Ｄ ａ
ｔ ａ １ を レ ベ ル シ フ タ ー 部 ３ １ ０ で 高 い 電 圧 レ ベ ル に 昇 圧 さ せ る 。
【 ０ ０ ７ ５ 】
　 図 ８ は 、 図 ６ に 図 示 さ れ た ガ ン マ 電 圧 部 、 Ｄ Ａ Ｃ 、 デ コ ー ダ 、 電 圧 制 御 器 、 ス イ ッ チ ン
グ 部 、 電 流 シ ン ク 部 、 及 び 画 素 の 連 結 関 係 を あ ら わ す 図 面 で あ る 。 図 ８ で は 、 説 明 の 便 宜
性 の た め に ｊ 番 目 チ ャ ン ネ ル を 図 示 し て 、 デ ー タ 線 Ｄ ｊ が 図 ３ に 図 示 さ れ た 画 素 １ ４ ０ と
接 続 さ れ る と 仮 定 す る 。
【 ０ ０ ７ ６ 】
　 図 ８ を 参 照 す れ ば 、 ガ ン マ 電 圧 部 ３ ０ ０ は 、 複 数 の 分 圧 抵 抗 Ｒ １ な い し Ｒ ｌ を 備 え る 。
分 圧 抵 抗 Ｒ １ な い し Ｒ ｌ は 、 基 準 電 源 Ｖ ｒ ｅ ｆ と 第 ３ 電 源 Ｖ Ｓ Ｓ と の 間 に 位 置 さ れ て 電 圧
を 分 圧 す る 。 実 際 に 、 分 圧 抵 抗 Ｒ １ な い し Ｒ ｌ は 基 準 電 源 Ｖ ｒ ｅ ｆ と 第 ３ 電 源 Ｖ Ｓ Ｓ と の
間 の 電 圧 を 分 圧 し て 複 数 の 階 調 電 圧 Ｖ ０ な い し Ｖ ２ Ｋ － １ を 生 成 し 、 生 成 さ れ た 階 調 電 圧
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Ｖ ０ な い し ２ Ｋ － １ を Ｄ Ａ Ｃ ２ ５ ０ ｊ に 供 給 す る 。
【 ０ ０ ７ ７ 】
　 そ し て 、 ガ ン マ 電 圧 部 ３ ０ ０ は 、 第 ３ 電 源 Ｖ Ｓ Ｓ の 電 圧 を 、 第 ３ バ ッ フ ァ ー ３ ０ １ を 経
由 し て 電 圧 制 御 器 ２ ６ ０ ｊ に 供 給 す る 。
【 ０ ０ ７ ８ 】
　 Ｄ Ａ Ｃ ２ ５ ０ ｊ は 、 第 １ デ ー タ Ｄ ａ ｔ ａ １ の ビ ッ ト 値 に 対 応 し て 階 調 電 圧 Ｖ ０ な い し Ｖ
２ Ｋ － １ の 中 で い ず れ か 一 つ の 階 調 電 圧 を デ ー タ 信 号 Ｄ Ｓ で 選 択 し て 第 １ バ ッ フ ァ ー ２ ７
０ ｊ に 供 給 す る 。 こ こ で 、 Ｄ Ａ Ｃ ２ ５ ０ ｊ と 第 １ バ ッ フ ァ ー ２ ７ ０ ｊ と の 間 に は 、 図 ９ に
図 示 さ れ た 第 ３ 制 御 信 号 Ｃ Ｓ ３ に よ っ て 制 御 さ れ る 第 ４ １ ト ラ ン ジ ス タ ー Ｍ ４ １ （ Ｘ ト ラ
ン ジ ス タ ー ） が 設 置 さ れ る 。
【 ０ ０ ７ ９ 】
　 す な わ ち 、 第 ４ １ ト ラ ン ジ ス タ ー Ｍ ４ １ は 水 平 期 間 の 第 １ 期 間 中 の 一 部 期 間 の 間 に タ ー
ン オ ン さ れ て 、 Ｄ Ａ Ｃ ２ ５ ０ ｊ か ら 供 給 さ れ る デ ー タ 信 号 Ｄ Ｓ を 第 １ バ ッ フ ァ ー ２ ７ ０ ｊ
に 供 給 す る 。 実 際 に 、 第 ３ 制 御 信 号 Ｃ Ｓ ３ は 、 第 ２ 制 御 信 号 Ｃ Ｓ ２ よ り 遅 く 上 昇 し 、 第 ２
制 御 信 号 Ｃ Ｓ ２ と 同 一 時 点 で 降 下 す る 。
【 ０ ０ ８ ０ 】
　 電 流 シ ン ク 部 ２ ８ ０ ｊ は 、 第 ２ 制 御 信 号 Ｃ Ｓ ２ に よ っ て 制 御 さ れ る 第 １ ２ ト ラ ン ジ ス タ
ー Ｍ １ ２ （ 第 １ の 電 流 シ ン ク 部 ト ラ ン ジ ス タ ー ） 及 び 第 １ ３ ト ラ ン ジ ス タ ー Ｍ １ ３ （ 第 ２
の 電 流 シ ン ク 部 ト ラ ン ジ ス タ ー ） と 、 第 １ ３ ト ラ ン ジ ス タ ー Ｍ １ ３ の 第 １ 電 極 に 接 続 さ れ
る 電 流 源 Ｉ ｍ ａ ｘ と 、 第 ３ ノ ー ド Ｎ ３ と Ｇ Ｎ Ｄ （ 基 底 電 圧 源 ） と の 間 に 接 続 さ れ る 第 ３ キ
ャ パ シ タ Ｃ ３ と 、 第 ３ ノ ー ド Ｎ ３ と 電 圧 制 御 器 ２ ６ ０ ｊ と の 間 に 接 続 さ れ る 第 ２ バ ッ フ ァ
ー ２ ８ １ を 備 え る 。
【 ０ ０ ８ １ 】
　 第 １ ２ ト ラ ン ジ ス タ ー Ｍ １ ２ の ゲ ー ト 電 極 は 、 第 １ ３ ト ラ ン ジ ス タ ー Ｍ １ ３ の ゲ ー ト 電
極 に 接 続 さ れ 、 第 ２ 電 極 は 第 １ ３ ト ラ ン ジ ス タ ー Ｍ １ ３ の 第 ２ 電 極 と デ ー タ 線 Ｄ ｊ と に 接
続 さ れ る 。 そ し て 、 第 １ ２ ト ラ ン ジ ス タ ー Ｍ １ ２ の 第 １ 電 極 は 第 ２ バ ッ フ ァ ー ２ ８ １ に 接
続 さ れ る 。 こ の よ う な 第 １ ２ ト ラ ン ジ ス タ ー Ｍ １ ２ は 、 第 ２ 制 御 信 号 Ｃ Ｓ ２ に よ っ て １ 水
平 期 間 （ １ Ｈ ） の 第 １ 期 間 の 間 に タ ー ン オ ン さ れ て 第 ２ 期 間 の 間 に タ ー ン オ フ さ れ る 。
【 ０ ０ ８ ２ 】
　 第 １ ３ ト ラ ン ジ ス タ ー Ｍ １ ３ の ゲ ー ト 電 極 は 、 第 １ ２ ト ラ ン ジ ス タ ー Ｍ １ ２ の ゲ ー ト 電
極 に 接 続 さ れ 、 第 ２ 電 極 は デ ー タ 線 Ｄ ｊ に 接 続 さ れ る 。 そ し て 、 第 １ ３ ト ラ ン ジ ス タ ー Ｍ
１ ３ の 第 １ 電 極 は 電 流 源 Ｉ ｍ ａ ｘ に 接 続 さ れ る 。 こ の よ う な 第 １ ３ ト ラ ン ジ ス タ ー Ｍ １ ３
は 、 第 ２ 制 御 信 号 Ｃ Ｓ ２ に よ っ て １ 水 平 期 間 （ １ Ｈ ） の 第 １ 期 間 の 間 に タ ー ン オ ン さ れ て
第 ２ 期 間 の 間 に タ ー ン オ フ さ れ る 。
【 ０ ０ ８ ３ 】
　 電 流 源 Ｉ ｍ ａ ｘ は 、 画 素 １ ４ ０ が 最 大 輝 度 に 発 光 す る と き 、 有 機 発 光 ダ イ オ ー ド Ｏ Ｌ Ｅ
Ｄ に 供 給 さ れ る べ き 電 流 を 第 １ ２ ト ラ ン ジ ス タ ー Ｍ １ ２ 及 び 第 １ ３ ト ラ ン ジ ス タ ー Ｍ １ ３
が タ ー ン オ ン さ れ る 第 １ 期 間 の 間 に 画 素 １ ４ ０ か ら 供 給 を 受 け る （ Ｃ ｕ ｒ ｒ ｅ ｎ ｔ 　 Ｓ ｉ
ｎ ｋ ） 。
【 ０ ０ ８ ４ 】
　 第 ３ キ ャ パ シ タ Ｃ ３ は 、 電 流 源 Ｉ ｍ ａ ｘ に よ っ て 画 素 １ ４ ０ か ら 電 流 が シ ン ク さ れ る と
き 第 ３ ノ ー ド Ｎ ３ に 印 加 さ れ る 補 償 電 圧 を 格 納 す る 。 実 際 に 、 第 ３ キ ャ パ シ タ Ｃ ３ は 、 第
１ 期 間 の 間 に 第 ３ ノ ー ド Ｎ ３ に 印 加 さ れ る 補 償 電 圧 を 充 電 し 、 第 １ ２ ト ラ ン ジ ス タ ー Ｍ １
２ 及 び 第 １ ３ ト ラ ン ジ ス タ ー Ｍ １ ３ が タ ー ン オ フ さ れ て も 第 ３ ノ ー ド Ｎ ３ の 補 償 電 圧 を 一
定 に 維 持 す る 。 第 ２ バ ッ フ ァ ー ２ ８ １ は 、 第 ３ ノ ー ド Ｎ ３ に 印 加 さ れ た 補 償 電 圧 を 電 圧 制
御 器 ２ ６ ０ ｊ に 伝 達 す る 。
【 ０ ０ ８ ５ 】
　 デ コ ー ダ ２ ４ ０ ｊ は 、 デ コ ー ダ ２ ４ ０ ｊ 自 身 に 供 給 さ れ る ｋ ビ ッ ト の 第 １ デ ー タ Ｄ ａ ｔ
ａ １ を 二 進 数 の 加 重 値 を 持 つ よ う に ｐ ビ ッ ト の 第 ２ デ ー タ Ｄ ａ ｔ ａ ２ に 変 換 す る 。 そ し て
、 デ コ ー ダ ２ ４ ０ ｊ は 水 平 期 間 の 第 １ 期 間 の 間 に 初 期 化 信 号 を 電 圧 制 御 器 ２ ６ ０ ｊ に 供 給

10

20

30

40

50

(16) JP 2007-41532 A 2007.2.15



し 、 第 ２ 期 間 中 ｐ ビ ッ ト の 第 ２ デ ー タ Ｄ ａ ｔ ａ ２ を 電 圧 制 御 器 ２ ６ ０ ｊ に 供 給 す る 。 以 後
、 説 明 の 便 宜 性 の た め に ｐ ビ ッ ト を ５ ビ ッ ト と 仮 定 す る 。
【 ０ ０ ８ ６ 】
　 電 圧 制 御 器 ２ ６ ０ ｊ は 、 補 償 電 圧 、 第 ２ デ ー タ Ｄ ａ ｔ ａ ２ 、 及 び 第 ３ 電 源 Ｖ Ｓ Ｓ の 電 圧
の 供 給 を 受 け て デ ー タ 信 号 Ｄ Ｓ の 電 圧 値 を 制 御 す る 。 こ の た め に 、 電 圧 制 御 器 ２ ６ ０ ｊ は
、 第 ４ １ ト ラ ン ジ ス タ ー Ｍ ４ １ と 第 １ バ ッ フ ァ ー ２ ７ ０ ｊ と の 間 の ラ イ ン に 一 側 端 子 が 接
続 さ れ る ５ 個 （ す な わ ち ｐ 個 ） の 第 ４ キ ャ パ シ タ と 、 ｐ 個 の 第 ４ キ ャ パ シ タ と 第 ３ バ ッ フ
ァ ー ３ ０ １ と の 間 に 接 続 さ れ る ５ 個 の Ｐ Ｍ Ｏ Ｓ ト ラ ン ジ ス タ ー Ｍ ３ １ ， Ｍ ３ ２ ， Ｍ ３ ３ ，
Ｍ ３ ４ ， Ｍ ３ ５ （ Ｙ ト ラ ン ジ ス タ ー ） と 、 ５ 個 の 第 ４ キ ャ パ シ タ と 第 ２ バ ッ フ ァ ー ２ ８ １
と の 間 に 接 続 さ れ る ５ 個 の Ｎ Ｍ Ｏ Ｓ ト ラ ン ジ ス タ ー Ｍ ２ １ ， Ｍ ２ ２ ， Ｍ ２ ３ ， Ｍ ２ ４ ， Ｍ
２ ５ （ Ｚ ト ラ ン ジ ス タ ー ） と 、 を 備 え る 。
【 ０ ０ ８ ７ 】
　 ５ 個 の 第 ４ キ ャ パ シ タ の そ れ ぞ れ の 容 量 は 、 Ｃ ， ２ Ｃ ， ４ Ｃ ， ８ Ｃ ， １ ６ Ｃ で あ り 、 ２
０ ， ２ １ ， ２ ２ ， ２ ３ ， ２ ４ の よ う に ２ の 累 乗 数 で 容 量 は 増 加 し 、 表 現 す る こ と が で き る
。 す な わ ち 、 第 ４ キ ャ パ シ タ の 容 量 は 、 第 ２ デ ー タ Ｄ ａ ｔ ａ ２ に 対 応 し て 二 進 数 の 加 重 値
の 形 態 に 設 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ８ ８ 】
　 Ｐ Ｍ Ｏ Ｓ ト ラ ン ジ ス タ ー Ｍ ３ １ ， Ｍ ３ ２ ， Ｍ ３ ３ ， Ｍ ３ ４ ， Ｍ ３ ５ そ れ ぞ れ は 、 ５ 個 の
第 ４ キ ャ パ シ タ の 中 で い ず れ か 一 つ と 第 ３ バ ッ フ ァ ー ３ ０ １ と の 間 に 設 置 さ れ る 。 こ の よ
う な Ｐ Ｍ Ｏ Ｓ ト ラ ン ジ ス タ ー Ｍ ３ １ ， Ｍ ３ ２ ， Ｍ ３ ３ ， Ｍ ３ ４ ， Ｍ ３ ５ は 、 デ コ ー ダ ２ ４
０ ｊ か ら 初 期 化 信 号 が 供 給 さ れ る と き に タ ー ン オ ン さ れ て 第 ４ キ ャ パ シ タ の 一 側 端 子 の 電
圧 を 第 ３ 電 源 Ｖ Ｓ Ｓ の 電 圧 に 設 定 す る 。
【 ０ ０ ８ ９ 】
　 Ｎ Ｍ Ｏ Ｓ ト ラ ン ジ ス タ ー Ｍ ２ １ ， Ｍ ２ ２ ， Ｍ ２ ３ ， Ｍ ２ ４ ， Ｍ ２ ５ そ れ ぞ れ は 、 第 ４ キ
ャ パ シ タ の 中 で い ず れ か 一 つ と 第 ２ バ ッ フ ァ ー ２ ８ １ と の 間 に 設 置 さ れ る 。 こ の よ う な Ｎ
Ｍ Ｏ Ｓ ト ラ ン ジ ス タ ー Ｍ ２ １ ， Ｍ ２ ２ ， Ｍ ２ ３ ， Ｍ ２ ４ ， Ｍ ２ ５ は 、 デ コ ー ダ ２ ４ ０ ｊ か
ら 生 成 さ れ る 第 ２ デ ー タ Ｄ ａ ｔ ａ ２ に 対 応 し て 第 ２ 期 間 の 間 に タ ー ン オ ン ま た は タ ー ン オ
フ さ れ る 。
【 ０ ０ ９ ０ 】
　 こ こ で 、 Ｎ Ｍ Ｏ Ｓ ト ラ ン ジ ス タ ー Ｍ ２ １ ， Ｍ ２ ２ ， Ｍ ２ ３ ， Ｍ ２ ４ ， Ｍ ２ ５ は 、 第 ２ デ
ー タ Ｄ ａ ｔ ａ ２ の ビ ッ ト 加 重 値 に 対 応 す る 第 ４ キ ャ パ シ タ が 選 択 さ れ る よ う に 制 御 さ れ る
。 例 え ば 、 デ コ ー ダ ２ ４ ０ ｊ か ら 生 成 さ れ る 第 ２ デ ー タ Ｄ ａ ｔ ａ ２ の ビ ッ ト が “ ０ ０ ０ １
１ ” に 設 定 さ れ れ ば 、 第 ２ ４ ト ラ ン ジ ス タ ー Ｍ ２ ４ 及 び 第 ２ ５ ト ラ ン ジ ス タ ー Ｍ ２ ５ が タ
ー ン オ ン さ れ て 、 容 量 が Ｃ ， ２ Ｃ の 第 ４ キ ャ パ シ タ の 一 側 端 子 に 補 償 電 圧 を 印 加 す る 。
【 ０ ０ ９ １ 】
　 つ ま り 、 ２ ０ ， ２ １ に 対 応 す る ビ ッ ト が “ １ ” の 値 を 持 つ と き 、 ２ ０ ， ２ １ に 対 応 す る
容 量 を 持 つ 第 ４ キ ャ パ シ タ の 一 側 端 子 に 補 償 電 圧 が 印 加 さ れ る よ う に 、 Ｎ Ｍ Ｏ Ｓ ト ラ ン ジ
ス タ ー Ｍ ２ １ ， Ｍ ２ ２ ， Ｍ ２ ３ ， Ｍ ２ ４ ， Ｍ ２ ５ の タ ー ン オ ン 及 び タ ー ン オ フ が 制 御 さ れ
る 。
【 ０ ０ ９ ２ 】
　 一 方 、 第 ４ キ ャ パ シ タ の 中 で 少 な く と も 一 つ の 一 側 端 子 に 補 償 電 圧 が 印 加 さ れ れ ば 、 第
４ １ ト ラ ン ジ ス タ ー Ｍ ４ １ と 第 １ バ ッ フ ァ ー ２ ７ ０ ｊ と の 間 の ラ イ ン に 印 加 さ れ た デ ー タ
信 号 Ｄ Ｓ の 電 圧 値 が 増 加 ま た は 減 少 さ れ る （ 実 際 に 、 デ ー タ 信 号 Ｄ Ｓ の 電 圧 値 の 増 加 ま た
は 減 少 は 補 償 電 圧 の 電 圧 値 に よ っ て 決 ま る ） 。
【 ０ ０ ９ ３ 】
　 こ こ で 、 デ ー タ 信 号 Ｄ Ｓ の 電 圧 値 が 補 償 電 圧 に よ っ て 制 御 さ れ る の で 、 画 素 １ ４ ０ に 含
ま れ た ト ラ ン ジ ス タ ー の 電 子 移 動 度 が 補 償 さ れ る よ う に デ ー タ 信 号 Ｄ Ｓ の 電 圧 値 が 制 御 さ
れ 、 こ れ に よ っ て 画 素 部 １ ３ ０ に 均 一 な 画 像 を 表 示 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ９ ４ 】
　 つ ま り 、 本 発 明 の デ ー タ 駆 動 回 路 ２ ０ ０ は 電 子 移 動 度 な ど に よ っ て 決 ま っ た 補 償 電 圧 を
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利 用 し て デ ー タ 信 号 Ｄ Ｓ の 電 圧 値 を 制 御 す る た め 、 ト ラ ン ジ ス タ ー の 電 子 移 動 度 の バ ラ つ
き 現 象 を 補 償 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ９ ５ 】
　 第 １ バ ッ フ ァ ー ２ ７ ０ ｊ は 、 第 ４ １ ト ラ ン ジ ス タ ー Ｍ ４ １ と 第 １ バ ッ フ ァ ー ２ ７ ０ ｊ と
の 間 の ラ イ ン に 印 加 さ れ た デ ー タ 信 号 Ｄ Ｓ を ス イ ッ チ ン グ 部 ２ ９ ０ ｊ に 供 給 す る 。
【 ０ ０ ９ ６ 】
　 ス イ ッ チ ン グ 部 ２ ９ ０ ｊ は 、 第 １ １ ト ラ ン ジ ス タ ー Ｍ １ １ を 備 え る 。 こ の よ う な 第 １ １
ト ラ ン ジ ス タ ー Ｍ １ １ は 、 図 ９ に 図 示 さ れ た 第 １ 制 御 信 号 Ｃ Ｓ １ に よ っ て 制 御 さ れ る 。 す
な わ ち 、 第 １ １ ト ラ ン ジ ス タ ー Ｍ １ １ は 、 １ 水 平 期 間 （ １ Ｈ ） の 第 ２ 期 間 の 間 に タ ー ン オ
ン さ れ て 第 １ 期 間 の 間 に タ ー ン オ フ さ れ る 。 し た が っ て 、 デ ー タ 信 号 Ｄ Ｓ は 、 １ 水 平 期 間
（ １ Ｈ ） 中 の 第 ２ 期 間 の 間 に デ ー タ 線 Ｄ ｊ に 供 給 さ れ て 、 そ れ 以 外 の 期 間 の 間 に は 供 給 さ
れ な い 。
【 ０ ０ ９ ７ 】
　 図 ９ は 、 図 ８ に 図 示 さ れ た ス イ ッ チ ン グ 部 、 電 流 シ ン ク 部 、 及 び 第 ４ １ ト ラ ン ジ ス タ ー
に 供 給 さ れ る 駆 動 波 形 を 現 わ す 図 面 で あ る 。
【 ０ ０ ９ ８ 】
　 図 ８ 及 び 図 ９ を 参 照 し て 、 画 素 １ ４ ０ に 供 給 さ れ る デ ー タ 信 号 Ｄ Ｓ の 電 圧 制 御 過 程 を 詳
し く 説 明 す る 。
【 ０ ０ ９ ９ 】
　 ま ず 、 第 ｎ － １ 走 査 線 Ｓ ｎ － １ に 走 査 信 号 が 供 給 さ れ る 。 第 ｎ － １ 走 査 線 Ｓ ｎ － １ に 走
査 信 号 が 供 給 さ れ れ ば 、 第 ３ ト ラ ン ジ ス タ ー Ｍ ３ 及 び 第 ５ ト ラ ン ジ ス タ ー Ｍ ５ が タ ー ン オ
ン さ れ る 。 す る と 、 第 ２ ノ ー ド Ｎ ２ に は 第 １ 電 源 Ｅ Ｌ Ｖ Ｄ Ｄ か ら 第 ４ ト ラ ン ジ ス タ ー Ｍ ４
の 閾 値 電 圧 を 差 し 引 い た 電 圧 が 印 加 さ れ 、 第 １ ノ ー ド Ｎ １ に は 基 準 電 源 Ｖ ｒ ｅ ｆ の 電 圧 が
印 加 さ れ る 。 こ の 時 、 第 ２ キ ャ パ シ タ Ｃ ２ に は 、 第 １ 電 源 Ｅ Ｌ Ｖ Ｄ Ｄ の 電 圧 降 下 に 対 応 す
る 電 圧 及 び 第 ４ ト ラ ン ジ ス タ ー Ｍ ４ の 閾 値 電 圧 に 対 応 す る 電 圧 が 充 電 さ れ る 。
【 ０ １ ０ ０ 】
　 実 際 に 、 第 １ ノ ー ド Ｎ １ 及 び 第 ２ ノ ー ド Ｎ ２ そ れ ぞ れ に 印 加 さ れ る 電 圧 は 、 数 式 （ １ ）
の よ う に 表 現 す る こ と が で き る 。
【 ０ １ ０ １ 】
【 数 １ 】
　
　
　
　
【 ０ １ ０ ２ 】
　 数 式 （ １ ） で 、 Ｖ Ｎ １ は 第 １ ノ ー ド Ｎ １ に 印 加 さ れ る 電 圧 、 Ｖ Ｎ ２ は 第 ２ ノ ー ド Ｎ ２ に
印 加 さ れ る 電 圧 、 Ｖ ｔ ｈ Ｍ ４ は 第 ４ ト ラ ン ジ ス タ ー Ｍ ４ の 閾 値 電 圧 を あ ら わ す 。
【 ０ １ ０ ３ 】
　 一 方 、 第 ｎ － １ 走 査 線 Ｓ ｎ － １ に 供 給 さ れ る 走 査 信 号 が オ フ さ れ る 時 点 と 第 ｎ 走 査 線 Ｓ
ｎ に 走 査 信 号 が 供 給 さ れ る 時 点 と の 間 の 期 間 に 第 １ ノ ー ド Ｎ １ 及 び 第 ２ ノ ー ド Ｎ ２ は 、 フ
ロ ー テ ィ ン グ 状 態 に 設 定 さ れ る 。 し た が っ て 、 第 ２ キ ャ パ シ タ Ｃ ２ に 充 電 さ れ る 電 圧 値 は
変 化 し な い 。
【 ０ １ ０ ４ 】
　 以 後 、 第 ｎ 走 査 線 Ｓ ｎ に 走 査 信 号 が 供 給 さ れ て 第 １ ト ラ ン ジ ス タ ー Ｍ １ 及 び 第 ２ ト ラ ン
ジ ス タ ー Ｍ ２ が タ ー ン オ ン さ れ る 。 そ し て 、 第 ｎ 走 査 線 Ｓ ｎ に 走 査 信 号 が 供 給 さ れ る 期 間
中 の 第 １ 期 間 の 間 に 第 １ ２ ト ラ ン ジ ス タ ー Ｍ １ ２ 及 び 第 １ ３ ト ラ ン ジ ス タ ー Ｍ １ ３ が タ ー
ン オ ン さ れ る 。 第 １ ２ ト ラ ン ジ ス タ ー Ｍ １ ２ 及 び 第 １ ３ ト ラ ン ジ ス タ ー Ｍ １ ３ が タ ー ン オ
ン さ れ れ ば 、 第 １ 電 源 Ｅ Ｌ Ｖ Ｄ Ｄ 、 第 ４ ト ラ ン ジ ス タ ー Ｍ ４ 、 第 ２ ト ラ ン ジ ス タ ー Ｍ ２ 、
デ ー タ 線 Ｄ ｊ 、 及 び 第 １ ３ ト ラ ン ジ ス タ ー Ｍ １ ３ を 経 由 し て 電 流 源 Ｉ ｍ ａ ｘ に 対 応 す る 電
流 が シ ン ク さ れ る 。
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【 ０ １ ０ ５ 】
　 こ の 時 、 第 ４ ト ラ ン ジ ス タ ー Ｍ ４ に は 、 電 流 源 Ｉ ｍ ａ ｘ の 電 流 が 流 れ る の で 、 数 式 （ ２
） の よ う に 表 現 す る こ と が で き る 。
【 ０ １ ０ ６ 】
【 数 ２ 】
　
　
　
　
　
【 ０ １ ０ ７ 】
　 数 式 （ ２ ） で 、 ｕ は 移 動 度 を 現 わ し 、 Ｃ ｏ ｘ は 酸 化 層 の 容 量 、 Ｗ は チ ャ ン ネ ル の 幅 、 Ｌ
は チ ャ ン ネ ル の 長 さ を 現 わ す 。
【 ０ １ ０ ８ 】
　 数 式 （ ２ ） の よ う な 電 流 が 第 ４ ト ラ ン ジ ス タ ー Ｍ ４ に 流 れ る と き に 第 ２ ノ ー ド Ｎ ２ に 印
加 さ れ る 電 圧 は 、 数 式 （ ３ ） の よ う に 表 現 す る こ と が で き る 。
【 ０ １ ０ ９ 】
【 数 ３ 】
　
　
　
　
　
　
【 ０ １ １ ０ 】
　 そ し て 、 第 ２ キ ャ パ シ タ Ｃ ２ の カ ッ プ リ ン グ に よ っ て 、 第 １ ノ ー ド Ｎ １ に 印 加 さ れ る 電
圧 は 、 数 式 （ ４ ） の よ う に 表 現 す る こ と が で き る 。
【 ０ １ １ １ 】
【 数 ４ 】
　
　
　
　
　
　
【 ０ １ １ ２ 】
　 こ こ で 、 第 １ ノ ー ド Ｎ １ に 印 加 さ れ る 電 圧 Ｖ Ｎ １ は 、 理 想 的 に 第 ３ ノ ー ド Ｎ ３ に 印 加 さ
れ る 電 圧 Ｖ Ｎ ３ 及 び 第 ４ ノ ー ド Ｎ ４ に 印 加 さ れ る 電 圧 Ｖ Ｎ ４ と 同 じ に 設 定 さ れ る 。 す な わ
ち 、 電 流 源 Ｉ ｍ ａ ｘ に よ っ て 、 電 流 が シ ン ク さ れ る と き に 第 ４ ノ ー ド Ｎ ４ に は 、 数 式 （ ４
） の よ う な 電 圧 が 印 加 さ れ る 。
【 ０ １ １ ３ 】
　 一 方 、 数 式 （ ４ ） に 図 示 さ れ た よ う に 、 第 ３ ノ ー ド Ｎ ３ 及 び 第 ４ ノ ー ド Ｎ ４ に 印 加 さ れ
る 電 圧 は 、 現 在 、 電 流 が シ ン ク さ れ る 画 素 １ ４ ０ に 含 ま れ た ト ラ ン ジ ス タ ー の 電 子 移 動 度
な ど の 影 響 を 受 け る よ う に な る 。 し た が っ て 、 電 流 源 Ｉ ｍ ａ ｘ に よ っ て 、 電 流 が シ ン ク さ
れ る と き に 第 ３ ノ ー ド Ｎ ３ に 印 加 さ れ る 電 圧 値 は 、 そ れ ぞ れ の 画 素 １ ４ ０ ９ ご と に 相 異 な
る よ う に 決 ま る （ 電 子 移 動 度 が 相 異 な る 場 合 ） 。
【 ０ １ １ ４ 】
　 一 方 、 水 平 期 間 の 第 １ 期 間 中 、 Ｄ Ａ Ｃ ２ ５ ０ ｊ で は 、 第 １ デ ー タ Ｄ ａ ｔ ａ １ に 対 応 し て
ｆ （ ｆ は 自 然 数 ） 個 の 階 調 電 圧 の 中 の ｈ （ ｈ は ｆ 以 下 の 自 然 数 ） 番 目 階 調 電 圧 を 選 択 す る
。 そ し て 、 Ｄ Ａ Ｃ ２ ５ ０ ｊ は 、 第 ４ １ ト ラ ン ジ ス タ ー Ｍ ４ １ が タ ー ン オ ン さ れ る 期 間 の 間
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に 選 択 さ れ た 階 調 電 圧 を デ ー タ 信 号 Ｄ Ｓ と し て 第 ４ １ ト ラ ン ジ ス タ ー Ｍ ４ １ と 第 １ バ ッ フ
ァ ー ２ ７ ０ ｊ と の 間 の ラ イ ン に 供 給 す る 。 こ こ で 、 第 ４ １ ト ラ ン ジ ス タ ー Ｍ ４ １ と 第 １ バ
ッ フ ァ ー ２ ７ ０ ｊ と の 間 の ラ イ ン の 間 の 電 圧 Ｖ Ｌ は 、 数 式 （ ５ ） の よ う に 表 現 す る こ と が
で き る 。
【 ０ １ １ ５ 】
【 数 ５ 】
　
　
　
　
【 ０ １ １ ６ 】
　 一 方 、 デ コ ー ダ ２ ４ ０ ｊ は 、 水 平 期 間 の 第 １ 期 間 の 間 に 初 期 化 信 号 を 供 給 し て 第 ３ １ ト
ラ ン ジ ス タ ー Ｍ ３ １ 、 第 ３ ２ ト ラ ン ジ ス タ ー Ｍ ３ ２ 、 第 ３ ３ ト ラ ン ジ ス タ ー Ｍ ３ ３ 、 第 ３
４ ト ラ ン ジ ス タ ー Ｍ ３ ４ 、 及 び 第 ３ ５ ト ラ ン ジ ス タ ー Ｍ ３ ５ を タ ー ン オ ン さ せ る 。 す る と
、 第 １ 期 間 の 間 に 第 ４ キ ャ パ シ タ の 一 側 端 子 が 第 ３ 電 源 Ｖ Ｓ Ｓ の 電 圧 値 に 設 定 さ れ る 。
【 ０ １ １ ７ 】
　 こ こ で 、 第 ３ 電 源 Ｖ Ｓ Ｓ の 電 圧 値 は 、 基 準 電 源 Ｖ ｒ ｅ ｆ の 電 圧 値 よ り 低 い 電 圧 、 例 え ば
、 画 素 部 １ ３ ０ に 含 ま れ た 画 素 １ ４ ０ で 生 成 さ れ う る 補 償 電 圧 の 平 均 電 圧 に 設 定 す る こ と
が で き る 。
【 ０ １ １ ８ 】
　 第 ４ キ ャ パ シ タ の 一 側 端 子 が 第 ３ 電 源 Ｖ Ｓ Ｓ の 電 圧 値 に 設 定 さ れ た 後 、 水 平 期 間 の 第 ２
期 間 の 間 に デ コ ー ダ ２ ４ ０ ｊ か ら 供 給 さ れ る 第 ２ デ ー タ Ｄ ａ ｔ ａ ２ に 対 応 し て 第 ２ １ ト ラ
ン ジ ス タ ー Ｍ ２ １ 、 第 ２ ２ ト ラ ン ジ ス タ ー Ｍ ２ ２ 、 第 ２ ３ ト ラ ン ジ ス タ ー Ｍ ２ ３ 、 第 ２ ４
ト ラ ン ジ ス タ ー Ｍ ２ ４ 、 及 び 第 ２ ５ ト ラ ン ジ ス タ ー Ｍ ２ ５ が タ ー ン オ ン ま た は タ ー ン オ フ
さ れ る 。
【 ０ １ １ ９ 】
　 実 際 に 、 デ コ ー ダ ２ ４ ０ ｊ は 、 数 式 （ ５ ） で 、 ｈ ／ ｆ の 値 と ほ ぼ 同 じ 値 を 持 つ よ う に 第
２ １ ト ラ ン ジ ス タ ー Ｍ ２ １ 、 第 ２ ２ ト ラ ン ジ ス タ ー Ｍ ２ ２ 、 第 ２ ３ ト ラ ン ジ ス タ ー Ｍ ２ ３
、 第 ２ ４ ト ラ ン ジ ス タ ー Ｍ ２ ４ 、 及 び 第 ２ ５ ト ラ ン ジ ス タ ー Ｍ ２ ５ が タ ー ン オ ン ま た は タ
ー ン オ フ を 制 御 す る 。
【 ０ １ ２ ０ 】
　 例 え ば 、 デ コ ー ダ ２ ４ ０ ｊ か ら 生 成 さ れ る 第 ２ デ ー タ Ｄ ａ ｔ ａ ２ の ビ ッ ト が “ ０ ０ ０ １
１ ” に 設 定 さ れ れ ば 、 第 ２ ４ ト ラ ン ジ ス タ ー Ｍ ２ ４ 及 び 第 ２ ５ ト ラ ン ジ ス タ ー Ｍ ２ ５ が タ
ー ン オ ン さ れ て 、 容 量 が Ｃ ， ２ Ｃ の 二 つ の 第 ４ キ ャ パ シ タ の 一 側 端 子 に 補 償 電 圧 を 印 加 す
る 。 こ の 場 合 、 容 量 が Ｃ ， ２ Ｃ の 二 つ の 第 ４ キ ャ パ シ タ の 一 側 端 子 に 補 償 電 圧 が 印 加 さ れ
る の で 、 数 式 （ ６ ） の よ う に 表 現 す る こ と が で き る 。
【 ０ １ ２ １ 】
【 数 ６ 】
　
　
　
　
　
【 ０ １ ２ ２ 】
　 こ こ で 、 第 ２ デ ー タ Ｄ ａ ｔ ａ ２ は 、 第 １ デ ー タ Ｄ ａ ｔ ａ １ に よ っ て 生 成 さ れ る の で 、 数
式 （ ６ ） の 値 は お お よ そ ｈ ／ ｆ に 表 現 す る こ と が で き る 。
【 ０ １ ２ ３ 】
　 一 方 、 第 ４ キ ャ パ シ タ の 少 な く と も 一 つ に 補 償 電 圧 が 印 加 さ れ れ ば 、 第 ４ １ ト ラ ン ジ ス
タ ー Ｍ ４ １ と 第 １ バ ッ フ ァ ー ２ ７ ０ と の 間 の ラ イ ン の 間 の 電 圧 Ｖ Ｌ は 数 式 （ ７ ） の よ う に
表 現 す る こ と が で き る 。
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【 ０ １ ２ ４ 】
【 数 ７ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ １ ２ ５ 】
　 数 式 （ ７ ） の よ う な 電 圧 は 、 第 １ バ ッ フ ァ ー ２ ７ ０ ｊ を 経 由 し て 第 １ １ ト ラ ン ジ ス タ ー
Ｍ １ １ に 供 給 さ れ る 。 こ こ で 、 第 ２ 期 間 の 間 に 第 １ １ ト ラ ン ジ ス タ ー Ｍ １ １ が タ ー ン オ ン
さ れ る た め 、 第 １ バ ッ フ ァ ー ２ ７ ０ ｊ に 供 給 さ れ た 電 圧 は 、 第 １ １ ト ラ ン ジ ス タ ー Ｍ １ １
、 デ ー タ 線 Ｄ ｊ 、 及 び 第 １ ト ラ ン ジ ス タ ー Ｍ １ を 経 由 し て 第 １ ノ ー ド Ｎ １ に 供 給 さ れ る 。
【 ０ １ ２ ６ 】
　 す な わ ち 、 第 １ ノ ー ド Ｎ １ に は 数 式 （ ７ ） の よ う な 電 圧 が 供 給 さ れ る 。 そ し て 、 第 ２ キ
ャ パ シ タ Ｃ ２ の カ ッ プ リ ン グ に よ っ て 、 第 ２ ノ ー ド Ｎ ２ に 印 加 さ れ る 電 圧 は 、 数 式 （ ８ ）
の よ う に 表 現 す る こ と が で き る 。
【 ０ １ ２ ７ 】
【 数 ８ 】
　
　
　
　
　
【 ０ １ ２ ８ 】
　 こ の 時 、 第 ４ ト ラ ン ジ ス タ ー Ｍ ４ を 経 由 し て 流 れ る 電 流 は 、 数 式 （ ９ ） の よ う に あ ら わ
す こ と が で き る 。
【 ０ １ ２ ９ 】
【 数 ９ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ １ ３ ０ 】
　 数 式 （ ９ ） を 参 照 す れ ば 、 本 発 明 の 実 施 形 態 で 第 ４ ト ラ ン ジ ス タ ー Ｍ ４ に 流 れ る 電 流 は
、 デ ー タ 信 号 Ｄ Ｓ に よ っ て 決 ま る 。 す な わ ち 、 本 発 明 の 実 施 形 態 で は 、 第 ４ ト ラ ン ジ ス タ
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ー Ｍ ４ の 閾 値 電 圧 、 電 子 移 動 度 な ど と は 無 関 係 に デ ー タ 信 号 Ｄ Ｓ に よ っ て 決 ま っ た 電 流 が
第 ４ ト ラ ン ジ ス タ ー Ｍ ４ に 流 れ る こ と が で き 、 こ れ に よ っ て 均 一 な 画 像 を 表 示 す る こ と が
で き る 。
【 ０ １ ３ １ 】
　 一 方 、 本 発 明 の 実 施 形 態 で 、 ス イ ッ チ ン グ 部 ２ ９ ０ ｊ の 構 成 は 、 多 様 に 設 定 す る こ と が
で き る 。 例 え ば 、 ス イ ッ チ ン グ 部 ２ ９ ０ ｊ は 、 図 １ ０ の よ う に 第 １ １ ト ラ ン ジ ス タ ー Ｍ １
１ 及 び 第 １ ４ ト ラ ン ジ ス タ ー Ｍ １ ４ を ト ラ ン ス ミ ッ シ ョ ン ゲ ー ト （ Ｔ ｒ ａ ｎ ｓ ｍ ｉ ｓ ｓ ｉ
ｏ ｎ 　 Ｇ ａ ｔ ｅ ） 形 態 で 接 続 す る こ と が で き る 。 Ｐ Ｍ Ｏ Ｓ タ イ プ に 形 成 さ れ た 第 １ ４ ト ラ
ン ジ ス タ ー Ｍ １ ４ は 、 第 ２ 制 御 信 号 Ｃ Ｓ ２ の 供 給 を 受 け 、 Ｎ Ｍ Ｏ Ｓ タ イ プ に 形 成 さ れ た 第
１ １ ト ラ ン ジ ス タ ー Ｍ １ １ は 、 第 １ 制 御 信 号 Ｃ Ｓ １ の 供 給 を 受 け る 。 こ こ で 、 第 １ 制 御 信
号 Ｃ Ｓ １ 及 び 第 ２ 制 御 信 号 Ｃ Ｓ ２ は 、 互 い に 反 対 の 極 性 を 持 つ と す れ ば 、 第 １ １ ト ラ ン ジ
ス タ ー Ｍ １ １ 及 び 第 １ ４ ト ラ ン ジ ス タ ー Ｍ １ ４ は 同 じ 時 間 に タ ー ン オ ン 及 び タ ー ン オ フ さ
れ る 。
【 ０ １ ３ ２ 】
　 一 方 、 第 １ １ ト ラ ン ジ ス タ ー Ｍ １ １ 及 び 第 １ ４ ト ラ ン ジ ス タ ー Ｍ １ ４ が ト ラ ン ス ミ ッ シ
ョ ン ゲ ー ト 形 態 で 接 続 さ れ れ ば 、 電 圧 － 電 流 特 性 曲 線 が お お よ そ 直 線 形 態 に 設 定 さ れ る こ
と に よ っ て ス イ ッ チ ン グ エ ラ ー を 最 小 化 す る こ と が で き る 。
【 ０ １ ３ ３ 】
　 図 １ １ は 、 図 ６ に 図 示 さ れ た ガ ン マ 電 圧 部 、 Ｄ Ａ Ｃ 、 デ コ ー ダ 、 電 圧 制 御 器 、 ス イ ッ チ
ン グ 部 、 電 流 シ ン ク 部 、 及 び 画 素 連 結 関 係 の 他 の 例 を あ ら わ す 図 面 で あ る 。 図 １ １ で は 、
説 明 の 便 宜 性 の た め に ｊ 番 目 チ ャ ン ネ ル を 図 示 し 、 デ ー タ 線 Ｄ ｊ が 図 ５ に 図 示 さ れ た 画 素
１ ４ ０ と 接 続 さ れ る と 仮 定 す る 。
【 ０ １ ３ ４ 】
　 図 ９ 及 び 図 １ １ を 参 照 し て 、 動 作 過 程 を 説 明 す れ ば 、 ま ず 、 第 ｎ － １ 走 査 線 Ｓ ｎ － １ で
走 査 信 号 が 供 給 さ れ る と き に 第 １ ノ ー ド Ｎ １ 及 び 第 ２ ノ ー ド Ｎ ２ に は 数 式 （ １ ） に 記 載 さ
れ た 電 圧 が 印 加 さ れ る 。
【 ０ １ ３ ５ 】
　 そ し て 、 第 ｎ 走 査 線 Ｓ ｎ で 走 査 信 号 が 供 給 さ れ 、 第 １ ２ ト ラ ン ジ ス タ ー Ｍ １ ２ 及 び 第 １
３ ト ラ ン ジ ス タ ー Ｍ １ ３ が タ ー ン オ ン さ れ る 第 １ 期 間 の 間 に 第 ４ ト ラ ン ジ ス タ ー Ｍ ４ に 流
れ る 電 流 は 、 数 式 （ ２ ） の よ う に 表 現 さ れ 、 第 ２ ノ ー ド Ｎ ２ に 印 加 さ れ る 電 圧 は 数 式 （ ３
） の よ う に 表 現 さ れ る 。
【 ０ １ ３ ６ 】
　 そ し て 、 第 ２ キ ャ パ シ タ Ｃ ２ の カ ッ プ リ ン グ に よ っ て 、 第 １ ノ ー ド Ｎ １ に 印 加 さ れ る 電
圧 は 数 式 （ １ ０ ） の よ う に 表 現 す る こ と が で き る 。
【 ０ １ ３ ７ 】
【 数 １ ０ 】
　
　
　
　
　
　
【 ０ １ ３ ８ 】
　 一 方 、 水 平 期 間 の 第 １ 期 間 に Ｄ Ａ Ｃ ２ ５ ０ ｊ で は 、 第 １ デ ー タ Ｄ ａ ｔ ａ １ に 対 応 し て ｆ
（ ｆ は 自 然 数 ） 個 の 階 調 電 圧 の 中 の ｈ （ ｈ は ｆ 以 下 の 自 然 数 ） 番 目 階 調 電 圧 を 選 択 す る 。
そ し て 、 Ｄ Ａ Ｃ ２ ５ ０ ｊ は 、 第 ４ １ ト ラ ン ジ ス タ ー Ｍ ４ １ が タ ー ン オ ン さ れ る 期 間 の 間 に
選 択 さ れ た 階 調 電 圧 を デ ー タ 信 号 Ｄ Ｓ と し て 、 第 ４ １ ト ラ ン ジ ス タ ー Ｍ ４ １ と 第 １ バ ッ フ
ァ ー ２ ７ ０ と の 間 の ラ イ ン に 数 式 （ ５ ） の よ う な 電 圧 を 印 加 す る 。
【 ０ １ ３ ９ 】
　 一 方 、 デ コ ー ダ ２ ４ ０ ｊ は 水 平 期 間 の 第 １ 期 間 の 間 に 初 期 化 信 号 を 第 ３ １ ト ラ ン ジ ス タ
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ー Ｍ ３ １ 、 第 ３ ２ ト ラ ン ジ ス タ ー Ｍ ３ ２ 、 第 ３ ３ ト ラ ン ジ ス タ ー Ｍ ３ ３ 、 第 ３ ４ ト ラ ン ジ
ス タ ー Ｍ ３ ４ 、 及 び 第 ３ ５ ト ラ ン ジ ス タ ー Ｍ ３ ５ を タ ー ン オ ン さ せ る 。 す る と 、 第 １ 期 間
の 間 第 ４ キ ャ パ シ タ の 一 側 端 子 が 第 ３ 電 源 Ｖ Ｓ Ｓ の 電 圧 値 に 設 定 さ れ る 。
【 ０ １ ４ ０ 】
　 そ し て 、 デ コ ー ダ ２ ４ ０ ｊ は 、 水 平 期 間 の 第 ２ 期 間 の 間 に デ コ ー ダ ２ ４ ０ ｊ か ら 供 給 さ
れ る 第 ２ デ ー タ Ｄ ａ ｔ ａ ２ に 対 応 し て 、 第 ２ １ ト ラ ン ジ ス タ ー Ｍ ２ １ 、 第 ２ ２ ト ラ ン ジ ス
タ ー Ｍ ２ ２ 、 第 ２ ３ ト ラ ン ジ ス タ ー Ｍ ２ ３ 、 第 ２ ４ ト ラ ン ジ ス タ ー Ｍ ２ ４ 、 及 び 第 ２ ５ ト
ラ ン ジ ス タ ー Ｍ ２ ５ が タ ー ン オ ン ま た は タ ー ン オ フ さ れ る 。 実 際 に 、 デ コ ー ダ ２ ４ ０ ｊ は
数 式 （ ５ ） で ｈ ／ ｆ の 値 と ほ ぼ 同 じ 値 を 持 つ よ う に 第 ２ １ ト ラ ン ジ ス タ ー Ｍ ２ １ 、 第 ２ ２
ト ラ ン ジ ス タ ー Ｍ ２ ２ 、 第 ２ ３ ト ラ ン ジ ス タ ー Ｍ ２ ３ 、 第 ２ ４ ト ラ ン ジ ス タ ー Ｍ ２ ４ 、 及
び 第 ２ ５ ト ラ ン ジ ス タ ー Ｍ ２ ５ が タ ー ン オ ン ま た は タ ー ン オ フ を 制 御 す る 。
【 ０ １ ４ １ 】
　 こ の 時 、 第 ４ １ ト ラ ン ジ ス タ ー Ｍ ４ １ と 第 １ バ ッ フ ァ ー ２ ７ ０ と の 間 の ラ イ ン の 間 の 電
圧 Ｖ Ｌ は 数 式 （ １ １ ） の よ う に 表 現 す る こ と が で き る 。
【 ０ １ ４ ２ 】
【 数 １ １ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ １ ４ ３ 】
　 数 式 （ １ １ ） の よ う な 電 圧 は 、 第 １ バ ッ フ ァ ー ２ ７ ０ ｊ を 経 由 し て 第 １ １ ト ラ ン ジ ス タ
ー Ｍ １ １ に 供 給 さ れ る 。 こ こ で 、 第 ２ 期 間 の 間 に 第 １ １ ト ラ ン ジ ス タ ー Ｍ １ １ が タ ー ン オ
ン さ れ る た め 、 第 １ バ ッ フ ァ ー ２ ７ ０ ｊ に 供 給 さ れ た 電 圧 は 、 第 １ １ ト ラ ン ジ ス タ ー Ｍ １
１ 、 デ ー タ 線 Ｄ ｊ 、 及 び 第 １ ト ラ ン ジ ス タ ー Ｍ １ を 経 由 し て 第 １ ノ ー ド Ｎ １ に 供 給 さ れ る
。
【 ０ １ ４ ４ 】
　 す な わ ち 、 第 １ ノ ー ド Ｎ １ に は 数 式 （ １ １ ） の よ う な 電 圧 が 供 給 さ れ る 。
【 ０ １ ４ ５ 】
　 そ し て 、 第 ２ キ ャ パ シ タ Ｃ ２ の カ ッ プ リ ン グ に よ っ て 、 第 ２ ノ ー ド Ｎ ２ に 印 加 さ れ る 電
圧 は 数 式 （ ８ ） の よ う に 表 現 す る こ と が で き る 。 し た が っ て 、 第 ４ ト ラ ン ジ ス タ ー Ｍ ４ を
経 由 し て 流 れ る 電 流 は 数 式 （ ９ ） の よ う に あ ら わ す こ と が で き る 。 す な わ ち 、 本 発 明 の 実
施 形 態 で 第 ４ ト ラ ン ジ ス タ ー Ｍ ４ を 経 由 し て 発 光 素 子 Ｏ Ｌ Ｅ Ｄ に 供 給 さ れ る 電 流 は 、 第 ４
ト ラ ン ジ ス タ ー Ｍ ４ の 閾 値 電 圧 、 電 子 移 動 度 な ど と は 無 関 係 に デ ー タ 信 号 Ｄ Ｓ に よ っ て 決
ま る の で 、 均 一 な 画 像 を 表 示 す る こ と が で き る 。
【 ０ １ ４ ６ 】
　 一 方 、 図 ５ に 図 示 さ れ た よ う な 画 素 １ ４ ０ は 、 第 １ ノ ー ド Ｎ １ の 電 圧 が 大 き く 変 わ っ て
も 第 ２ ノ ー ド Ｎ ２ の 電 圧 が 鈍 感 に 変 化 す る （ す な わ ち 、 Ｃ １ ＋ Ｃ ２ ／ Ｃ ２ ） 。 し た が っ て
、 図 ５ に 図 示 さ れ た 画 素 １ ４ ０ が 適 用 さ れ れ ば 、 図 ３ に 図 示 さ れ た 画 素 １ ４ ０ が 適 用 さ れ
る 場 合 よ り ガ ン マ 電 圧 部 ３ ０ ０ の 電 圧 範 囲 を 広 く 設 定 す る こ と が で き る 。 こ の よ う に 、 ガ
ン マ 電 圧 部 ３ ０ ０ の 電 圧 範 囲 が 広 く 設 定 さ れ れ ば 第 １ １ ト ラ ン ジ ス タ ー Ｍ １ １ 及 び 第 １ ト
ラ ン ジ ス タ ー Ｍ １ な ど の ス イ ッ チ ン グ エ ラ ー に よ る 影 響 を 減 ら す こ と が で き る と い う 長 所
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が あ る 。
【 ０ １ ４ ７ 】
　 本 発 明 は 、 添 付 さ れ た 図 面 に 図 示 さ れ た 実 施 形 態 を 参 照 し て 説 明 さ れ た が 、 こ れ は 例 示
的 な も の に 過 ぎ ず 、 当 該 技 術 分 野 に お け る 通 常 の 知 識 を 有 す る 者 で あ れ ば 、 多 様 な 変 形 及
び 均 等 な 他 の 実 施 形 態 が 可 能 で あ る と い う こ と を 理 解 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ １ ４ ８ 】
【 図 １ 】 図 １ は 、 従 来 の 発 光 表 示 装 置 を 現 わ す 図 面 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 ２ は 、 本 発 明 の 実 施 形 態 に よ る 発 光 表 示 装 置 を 現 わ す 図 面 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 ３ は 、 図 ２ に 図 示 さ れ た 画 素 の 一 例 を 現 わ す 回 路 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 ４ は 、 図 ３ に 図 示 さ れ た 画 素 の 駆 動 方 法 を 現 わ す 波 形 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 図 ５ は 、 図 ２ に 図 示 さ れ た 画 素 の 他 の 例 を 現 わ す 回 路 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 図 ６ は 、 図 ２ に 図 示 さ れ た デ ー タ 駆 動 回 路 の 第 １ 実 施 形 態 を 現 わ す ブ ロ ッ ク 図 で
あ る 。
【 図 ７ 】 図 ７ は 、 図 ２ に 図 示 さ れ た デ ー タ 駆 動 回 路 の 第 ２ 実 施 形 態 を 現 わ す ブ ロ ッ ク 図 で
あ る 。
【 図 ８ 】 図 ８ は 、 図 ６ に 図 示 さ れ た ガ ン マ 電 圧 部 、 デ ジ タ ル － ア ナ ロ グ 変 換 器 、 デ コ ー ダ
、 電 圧 制 御 器 、 ス イ ッ チ ン グ 部 、 電 流 シ ン ク 部 、 及 び 画 素 の 連 結 関 係 を 現 わ す 図 面 で あ る
。
【 図 ９ 】 図 ９ は 、 図 ８ に 図 示 さ れ た 制 御 信 号 の 駆 動 波 形 を 現 わ す 波 形 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 図 １ ０ は 、 図 ８ に 図 示 さ れ た ス イ ッ チ ン グ 部 の 他 の 例 を 現 わ す 図 面 で あ る 。
【 図 １ １ 】 図 １ １ は 、 図 ６ に 図 示 さ れ た ガ ン マ 電 圧 部 、 デ ジ タ ル ア ナ ロ グ 変 換 器 、 デ コ ー
ダ 、 電 圧 制 御 器 、 ス イ ッ チ ン グ 部 、 電 流 シ ン ク 部 、 及 び 画 素 の 連 結 関 係 の 他 の 例 を 現 わ す
図 面 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ １ ４ ９ 】
　 　 １ １ ０ 　 　 走 査 駆 動 部 、
　 　 １ ２ ０ 　 　 デ ー タ 駆 動 部 、
　 　 １ ３ ０ 　 　 画 素 部 、
　 　 １ ４ ０ 　 　 画 素 、
　 　 １ ４ ２ 　 　 画 素 回 路 、
　 　 １ ５ ０ 　 　 タ イ ミ ン グ 制 御 部 、
　 　 ２ ０ ０ 　 　 デ ー タ 駆 動 回 路 、
　 　 ２ １ ０ 　 　 シ フ ト レ ジ ス タ ー 部 、
　 　 ２ ２ ０ 　 　 サ ン プ リ ン グ ラ ッ チ 部 、
　 　 ２ ３ ０ 　 　 ホ ル デ ィ ン グ ラ ッ チ 部 、
　 　 ２ ４ ０ 　 　 デ コ ー ダ 部 、
　 　 ２ ５ ０ 　 　 デ ジ タ ル － ア ナ ロ グ 変 換 部 、
　 　 ２ ６ ０ 　 　 電 圧 制 御 部 、
　 　 ２ ７ ０ 　 　 バ ッ フ ァ ー 部 、
　 　 ２ ８ ０ 　 　 電 流 供 給 部 、
　 　 ２ ９ ０ 　 　 選 択 部 、
　 　 ３ ０ ０ 　 　 ガ ン マ 電 圧 部 、
　 　 ３ １ ０ 　 　 レ ベ ル シ フ タ ー 。
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【 図 １ 】
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【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】

【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】
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【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】
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【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】
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【 図 １ ０ 】
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【 図 １ １ 】

(34) JP 2007-41532 A 2007.2.15



フロントページの続き

(51)Int.Cl.                             ＦＩ                                    テーマコード（参考）
   　　　　                                Ｇ０９Ｇ   3/20    ６２３Ｆ          　　　　　
   　　　　                                Ｇ０９Ｇ   3/20    ６４１Ｑ          　　　　　
   　　　　                                Ｇ０９Ｇ   3/20    ６４１Ｄ          　　　　　
   　　　　                                Ｇ０９Ｇ   3/20    ６２４Ｂ          　　　　　
   　　　　                                Ｇ０９Ｇ   3/20    ６２１Ａ          　　　　　
   　　　　                                Ｈ０５Ｂ  33/14    　　　Ａ          　　　　　

(72)発明者  鄭　寶　容
            大韓民国ソウル特別市松坡区可樂２洞１７３－１９
(72)発明者  柳　道　享
            大韓民国京畿道水原市八達区靈通洞１０２８－２，３０３
(72)発明者  金　▲た▼　權
            大韓民国京畿道儀旺市旺谷洞　鮮京元暁アパート１０２－１５０６
(72)発明者  權　五　敬
            大韓民国ソウル特別市松坡区７新川洞　薔薇アパート１４－１１０２
Ｆターム(参考) 3K107 AA01  BB01  CC33  EE03  HH04  HH05 
　　　　 　　  5C080 AA06  BB05  DD05  EE28  EE29  FF11  JJ02  JJ03  JJ04 

(35) JP 2007-41532 A 2007.2.15



专利名称(译) 数据驱动电路，使用其的有机发光显示装置

公开(公告)号 JP2007041532A 公开(公告)日 2007-02-15

申请号 JP2006130865 申请日 2006-05-09

[标]申请(专利权)人(译) 三星斯笛爱股份有限公司

申请(专利权)人(译) 三星エスディアイ株式会社
学校法人汉阳大学产学合作局

[标]发明人 鄭寶容
柳道享
金た權
權五敬

发明人 鄭 寶 容
柳 道 享
金 ▲た▼ 權
權 五 敬

IPC分类号 G09G3/30 G09G3/20 H01L51/50

CPC分类号 G09G3/3233 G09G3/2011 G09G3/3283 G09G3/3291 G09G2300/0819 G09G2300/0852 G09G2300
/0861 G09G2310/0251 G09G2310/027 G09G2310/0289 G09G2320/0276 G09G2320/043

FI分类号 G09G3/30.K G09G3/30.J G09G3/20.611.H G09G3/20.642.A G09G3/20.612.F G09G3/20.623.F G09G3
/20.641.Q G09G3/20.641.D G09G3/20.624.B G09G3/20.621.A H05B33/14.A G09G3/20.641.P G09G3
/20.642.P G09G3/3233 G09G3/3266 G09G3/3275 G09G3/3291

F-TERM分类号 3K107/AA01 3K107/BB01 3K107/CC33 3K107/EE03 3K107/HH04 3K107/HH05 5C080/AA06 5C080
/BB05 5C080/DD05 5C080/EE28 5C080/EE29 5C080/FF11 5C080/JJ02 5C080/JJ03 5C080/JJ04 
5C380/AA01 5C380/AB06 5C380/BA05 5C380/BA20 5C380/BA28 5C380/BA32 5C380/BA38 5C380
/BA39 5C380/BB02 5C380/CA04 5C380/CA08 5C380/CA12 5C380/CA16 5C380/CA17 5C380/CA22 
5C380/CA26 5C380/CA33 5C380/CA49 5C380/CA53 5C380/CA54 5C380/CB01 5C380/CB17 5C380
/CC03 5C380/CC04 5C380/CC05 5C380/CC06 5C380/CC08 5C380/CC26 5C380/CC33 5C380/CC39 
5C380/CC52 5C380/CC55 5C380/CC61 5C380/CD026 5C380/CE05 5C380/CE07 5C380/CF07 5C380
/CF22 5C380/CF24 5C380/CF41 5C380/CF43 5C380/CF48 5C380/CF64 5C380/DA02 5C380/DA06 
5C380/DA47

代理人(译) 宇谷 胜幸

优先权 1020050070438 2005-08-01 KR

其他公开文献 JP4611930B2

外部链接 Espacenet

摘要(译)

解决的问题：提供一种用于显示均匀亮度图像的数据驱动电路。 伽马电压单元用于产生多个灰度电压，并且从外部提供的第k个（k
是自然数）位的第一数据Data1用于选择一个灰度电压。 至少一个数模转换器，用于通过数据信号选择灰度电压；以及至少一个解
码器，用于使用k位第一数据生成p（p是自然数）位第二数据。 至少一个电流吸收单元在水平时段的第一时段期间从像素接收预定
电流，对应于预定电流而生成的补偿电压以及第二数据。 至少一个电压控制器，用于控制数据信号的电压值，并且在水平时段期间
除了第一时段之外的第二时段期间将具有受控电压值的数据信号提供给像素。 至少要做一件 包括切换单元。 [选择图]图8
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